
者の を 用した シックアー のア ー

　 口 二

北・北 支部

New Gothic Arch Approach Using Patient’s Sense.

Yamaguchi E
Tohoku Hokkaido Branch

Ⅰ． 目的

　 の シックアー 法の原理をモデ フ し，

者の を 用しながら 平的顎 の 定を

にする咬合 得装置「4 咬合 」

を考 し した． な ースが する全部床

義歯 において，本装置を用いた咬合 得が

法で におこな たのかを，義歯装着の治療時

から検 した．

　

Ⅱ． 方法

　全部床義歯装置を 要とする 歯顎者で， 法

での咬合 得が しいと される 者21名に，咬

合 に装着する4 の 起を有する下顎用

ートとフ ットな上顎用 ートからな

る「4 咬合 」（図1）を用いて咬合

得をおこな ．咬合平 ，咬合高 を 定した上下顎

咬合 に，咬合高 を1 リ 咬合 上さ て，上

下顎それ れに をワックスにて 定．

ッ を行わ ，咬合 での咬合 状

ならびに 者の を 用しながら， 起

部の咬合 を行 （図2）． これを り し，中 咬

合 の 定後に を する．また咬合 装

着に して 要な，後方 を する．

　対 者の主治 に，治療後の検 ア ートを

実 した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　主治 の検 ア ート（対 21名）において，

1「 法と比 義歯装着の治療時 は しまし

たか」に対して， はい20名（95 ）　 いい 0名

ちらともい ない1名（5 ）であった． 2「それは

床的な 装着の範囲と ますか」の いに，

はい18名（85.7 ） いい 1名（4.8 ） ちらとも

い ない2名（9.5 ）であった．

以上のア ート結果から，咬合 得の 装置が

法に比 ，義歯装着の治療時 の に 献

したと るが， が少なく科学的 当性の高い

デ スとは ない．

　「4 咬合 」は4 支持のため咬合

床の 定性が く，咬合の 和・ 和を

から 化できる．咬合支持 の 者 を 用

しながら，疑似 状 で 方 方 の咬合

が可能である．咬合 得時に，咬合 が加圧

されない状 で，咬合 が 定できる．そのこと

で， 平的顎 の 定を にすることができ，

より な3次元的な咬合 得が可能になったと考

る.

　

（発 に して 者・被 者の同 を得た．）

　

　

図1　装置 要

図2　 者 を 用した 平的顎 の 定

方法
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全部床義歯装着時の口蓋粘膜内の応力解析
FEAを用いた最適リリーフ法の確立
　○向井友子，　佐藤裕二，　北川　昇，　下平　修，　磯部明夫，　二宮里実，　大森友花，　原　聰

昭和大学歯学部高齢者歯科学講座

Analysis of palatal mucosal stress under complete denture
Establishment of optimal relief method with FEA
Mukai T, Sato Y, Kitagawa N, Shimodaira O, Isobe A, Ninomiya S, Omori T, Hara S
Department of Geriatric Dentistry, Showa University School of Dentistry

Ⅰ． 目的

　咬合圧支持の主体が粘膜である全部床義歯治療に

おいて，粘膜性状を客観的に評価することは極めて

重要である．そこで当講座では，上顎全部床義歯を

想定した疑似口蓋床で，粘膜の物理的性状（弾性

率・厚さ）と荷重量を同時に測定可能な装置を開発¹⁾

し，有歯顎者の疼痛発生時の口蓋粘膜を測定した．

さらに，口蓋粘膜と疑似口蓋床の三次元有限要素モ

デルを構築し，有歯顎者の疼痛発生噛みしめ時にお

ける口蓋粘膜内の応力分布を解析した．

　本研究では，疼痛回避のためリリーフを要すると思

われる応力値を設定し，その値以上の応力が生じた

範囲をリリーフすることによる口蓋粘膜の応力分布状

況を評価した．

　

Ⅱ． 方法

　被検者は著明な口蓋隆起がなく，口蓋粘膜に異常

を認めない有歯顎者1名とした．先行研究で得られた

この被検者の口蓋粘膜厚さ・弾性率を用いて，三次

元有限要素解析ソフトウェアにより口蓋粘膜モデルを

構築した．

　本研究では，被検者の疼痛発生時噛みしめ力であ

る111 Nで荷重後，口蓋粘膜モデル内の応力分布を

解析し，段階的に設定した応力値「0.04 MPa以上」

「0.06 MPa以上」「0.08 MPa以上」「0.1 MPa以上」「0.

14 MPa以上」の範囲を0.25 ㎜の厚さでリリーフし，そ

の変化を「リリーフなし」，「口蓋正中部に幅10㎜の

シートワックス約1枚分（リリーフ量0.25 ㎜）」と比較検

討した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　111 Nの荷重下で0.04 MPa以上の範囲のリリーフ

（図1）は広範囲に高い応力値の分布を認めた．一

方，0.14 MPa以上の範囲のリリーフ（図1）では応力値

の均等化を認めた．図2は，リリーフなしに対する0.

04 MPa以上および0.14 MPa以上リリーフした時の各

応力値の体積割合を示す．リリーフなしの各応力値の

体積を100 ％とした場合，0.18MPa以上の体積は0.

04 MPa以上の範囲をリリーフものが約600 ％に増加

し，0.14 MPa以上をリリーフしたのものが約50 ％に減

少した．すなわち，0.04 MPa以上の範囲をリリーフす

ると，却って疼痛発生の可能性が高まる結果となっ

た．

　以上から，適切な応力値の範囲のリリーフによりリ

リーフする応力値を最適化することで口蓋粘膜に均

等に応力を分散できる可能性が示唆された．

　

Ⅳ． 文献

1） Tanaka S, Sato Y, Kitagawa N et al. Effect of
Relief at the Median Palatal Plate on Denture-
supporting Ability.J Prosthodont Res 2017; 7(4):
117-123.

　

　

図1　口蓋粘膜内の応力分布

図2　リリーフなしに対する口蓋粘膜内の応力分布

割合
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義歯 に対する
設の のア ート

　○ 　 　　 ，　 有 子　　 ，　 原　 　　 ，　 立ことの　　 ，　 本 明　　 ，　三 　　

2 ，　 　 　　

2 ，
　 正 　　 ，　 元 　　

　 大学歯学部口 能修 学講座歯科 分 ，　

2 支部

Questionnaire survey of denture cleaning
In staff of care facility
Watanabe R1), Sugiura Y1), Sakakibara K1), Adachi K1), Yamamoto H1), Miwa S2), Ishida K2), Iwahori M1),
Miyao M1)

1)Department of Prosthodontics Division of Oral Function Sciences and Rehabilitation., Asahi University
School of Dentistry., 2)Kansai Branch

Ⅰ． 目的

　 が の高齢化率は平 30 で28.1 1）と増加し

ており  それにともない要 認定される高齢者も増

加の一 をた っている. 高齢者の 原 の 4
となる の約7割は75 以上の高齢者であり  また

その7割以上が 性 であるといわれている. こ

れを するためには  歯の アのみなら 義

歯の に対しても重要性が高いと考 られる. しか

し  とたび 状 になると義歯の 理は 有者

本 ではなく 者の 3者が行 ことが

い. これまでは要 者の口 と義歯の 理は  一定

量 のある で 等によって行われてきた

が  後は により  ー

ー な の 設 もその 割を って

いく 要があると考 られる.

　そのため本研究は 後の義歯 アの と 向

上のための一 として  ー の

にア ート による を行い  の

を得たため する.

　

Ⅱ． 方法

　 力の得られた と にある

ー 5 設の （ 療 を わ ）全 に

名にて義歯に対する に いてア ートを

行った. は  2019 の4 から10 にかけて332
を対 とした. 回 は 一回 （二 回

と一部は 限 回 ）で行った.

　 目は 性  齢  に わる

 する以 の義歯  設での

 段 設内で口 内および義歯に れる

があるか  講  等で「義歯の 用に い

て」 わったことがあるか  「義歯 ア」に いての

または本を ことがあるか  口 アと

のリスクには があることを っているか  義歯

の着 方法を っているか  ク ス がある義歯を

したことがあるか  義歯 定 を っているか  

者に義歯 定 を 用したことがあるか  義歯

の 法を っているか  義歯の をしたことが

あるか  また のよ に しているか  義歯

を っているか  義歯 の目的 果を っ

ているか  義歯 シを っているか  義歯

シを ったことはあるか  各 義歯 シの

用  の20 目を した.

　また  得られた結果に いて 解析として ス

ック回 分析を行い  有 は5 とした.

　

Ⅲ． 結果と考察

　332名の ち290名の回 が得られ  回 率は87.3％

であった. 性60名  性222名  回 8名であっ

た. 義歯に れる の は認めなかった. 齢

は10 から60 以上まで くの が していた

が は5 が56.9％と最も かった. 有

は が全体の67.6％で最も かった.

設に する に義歯をみたことある は91.0％

にもおよび  その ち以 の 場 内でとい 回

が79.2％を めた. 実 に 設内で義歯に れる

は全体の84.5％であり  実 に な で義

歯 アに いて わったことがあるのは53.1％であ

り  者に有 に を認めた. 口 アと 性

との を っている は93.7 に したが  義歯

アの 本を でいる は28.6％であった.

　 以 から義歯を っている が く  の

高齢 と 状 の高齢者における と

して くの義歯が 用されていることを確認できた. た

し 設内での は にわたるため  口

義歯 アに があっても時 がかけられないの

が 状である. そのためこのよ な 設に向けた義歯

アの ・方 な の確立・ が 要であると考

る. 後も 設 には義歯 アに対する状況

は 要 可 であると同時に  一 の方にも義歯

の を さ ていかなくてはならないと考 られ

る. そのため一 の方にも も行い  義歯に対する

の 状を する 要があると考 られる.

　

Ⅳ． 文献

1） 和元 高齢 :高齢化の 状と

.2019;1.
　

（発 に して 者・被 者の同 を得た． 理

名 大学歯学部 理 ，

11000341， 認 30016）
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口 内ス による部分歯 デー の部分的 変が
デー の 確 に す
　○ 本一生，　和 一 ，　 ，　 井 ，　 理 ，　

科歯科大学大学 歯学 合研究科 部分床義歯 学分

Influence of partially data modification using intraoral scanner on accuracy of digital data of partially
edentulous dental arch
Sakamoto K, Wada J, Hayama H, Arai Y, Ishioka Y, Wakabayashi N
Department of Removable Partial Prosthodontics, Graduate School of Dentistry, Tokyo Medical and Dental
University

Ⅰ． 目的

　 ，可 性義歯 のデ ル の応用が

み， に全部床義歯に する が くなされてい

る．一方で，部分床義歯に する は 少な

い． ，研究用 上での 設 をもとに 置

を行っていたが， 学 を応用すれ ェア

で構築したス デー 上で 設 を行い，これに

き での 置が可能である． 法と同

に， 置 後で 得を行 要があるが，

置部 のみを することで， 療時

者の 減に がる．しかし，部分的な

がス デー の 確 に す は明らかで

ない．本研究では，口 内ス の で得られた

部分 歯 デー における，部分的 後の

を， の部 および範囲を変 比較した．

　

Ⅱ． 方法

　 には， 下56， 下67の を有する下

顎KennedyⅡ 顎 E50-528， ッシ

を用いた．口 ス ATOS TripleScan 16M，

GOM を用いて をSTLデー 化し，これを

デー Reference data，以下Ref-D とした．口 内

ス TRIOS® 3 3Shape を用いて をSTL
デー 化し，これを 変 デー Unmodified data，

以下UM-D とした．部分的 変は， ーしたUM-D
デー 上で，部分床義歯の3 の支 歯（ 下4，

下7， 下5）の ち1歯を し， 部 のみの

ならびにSTLデー の 構築を行った．

の範囲は，支 歯の歯 全体および 置部のみ

の2 とし，歯 全体に対する 構築デー

（Fully modified data，以下FM-D）， 置部 のみ

に対する 構築デー （Partially modified data，以下

PM-D）を得た． ル は，支 歯 とに，UM-

D，FM-D，PM-Dを各5 とした．得られたデー

を，3次元 解析ソフトウェア（Geomagic Control
X，3D Systems）を用いてRef-Dと重 合わ ，Ref-
Dと各デー の 分をRMS値として評価した（図）．重

合わ には ストフ ット法を用いた．支 歯 と

に，UM-D，FM-D，PM-D でRMS値の平均値を比

較した． 解析には，フリー 検定および ア

ワ 比較を行った．有 確率は5 とした．

　

Ⅲ． 結果と考察

　Ref-Dに対するRMS値を比較したとこ ，ス

デー 全体のRMS値は3 の支 歯ともに，UM-D，

FM-D，PM-D に有 を認めなかった．また，

した支 歯のみにおけるRMS値の平均値を

Ref-Dと比較したとこ ， 下4および 下5において

はUM-D，FM-D，PM-D に有 を認めなかっ

た．一方， 立歯である 下7では，UM-Dおよび

PM-Dと比較し，FM-DにおいてRMS値が有 に大き

い値を示した．以上より，部分床義歯の支 歯に対す

る 置後の部分的 がス デー の

に す は大きくないものの， 立した支 歯で

は が比較的大きいことが示唆された．本研究の

結果より，部分床義歯に対する 置を行った後，

設 のために得たス デー に対して，支 歯の

みを し 変することは， の観 からは 床

応用可能な であると考 られる．また， 立歯を

では 時のトリ 範囲を可 的に

さくすることで の向上が できるものの，デー

の 義歯の適合に対する に いては

後の検 が 要である．

　

図．各デー とRef-D のRMS値の 法
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化学重合 ー ル のデ アル ア化の検討

　○ 原 子　　

2 ，　 　　 ，　 正 　　 ，　 　　 ，　 川 　　 ，　 　　

　 立研究開発法 合研究 学研究部 ，　

2 大学大学 歯 学
合研究科 理学（ 理），　 大学歯学部先 研究 ー，　 大学大学
歯 学 合研究科生体 学，　 大学 咬合・義歯 科，　 北 大学歯学研究
生体 学
Examination of dual cure system of chemical cure universal adhesive

Yoshihara K1,2), Nagaoka N3), Irie M4), Maruo Y5), Nishigawa G5), Yoshida Y6)

1)Health Research Institute, National Institute of Advanced Industrial Science and Technology (AIST), 2)

Department of Pathology & Experimental Medicine, Okayama University Graduate School of Medicine,
Dentistry and Pharmaceutical Sciences, 3)Advanced Research Center for Oral and Craniofacial Sciences,
Okayama university Dental School, 4)Biomaterials, Okayama University Graduate School of Medicine,
Dentistry and Pharmaceutical Sciences, 5)Department of Occlusion and Removable Prosthodontics,
Okayama University Hospital, 6)Department of Biomaterials and Bioengineering, Graduate School of
Dental Medicine, Hokkaido University

Ⅰ． 目的

　歯 のみなら ル ア， ， ス ック

に 着できる ー ル が主 となってい

る． ー ル は， と が 重合 の

デ である．しかし， ル ア， の

物では， による が 分に しないた

めに重合 を起こすことが されており，化学重

合 の ー ル が発 されている化学重

合 は， 重合 に比 重合開 の ト ールが

しい．本研究では，化学重合 ー ル

に 重合 を 加し，歯 の 着と重合率の測

定からデ アル ア化の可能性を検討した．

　

Ⅱ． 方法

　 ル 化学重合 ー ル とし

て， ー ト ス（トク デ ル， ）を

用した． ー ト スの デ に，

重合 を1w 加した．これを デ アル ア

ー ル とした．また，比較として

ー ト スとス ッ ー ル（3M）を

用した．

　歯 着 さ 大学生 理 の 認を

けた 研1606-020 歯を用いた． 歯の

部を さ ， 600SiC研 で研 した． 3.

6 mmx高さ2mmの フ モール リ を置き，その

中に デ を 布し， アー ー後，

ット を し， を40 行った．

は20 し， 分は 1分後に， りの 分は

37 にて24時 後， を行った．

　重合率測定 ATR ルの上に， デ を

布し， アー ー後， デ アル ア ー

ル とス ッ ー ルは 10
を行い，1分後の重合率をFTIRにて測定した．

ー ト スは アー ー後1  2  5  10分後の重

合率を測定した．

　 着 観察 歯にそれ れの デ

を 布し ット を し した

ルを し，その を 子 で観察し

た．

　

Ⅲ． 結果と考察

　歯 着 さ 1分後の 着 さは， 重合

有の デ アル ア ー ル とス ッ

ー ルに比 ，化学重合 の

ー ト スは有 に 着 さが かった．24時

後， ー ト スは 着 さが向上したもの

の， 重合 有の に比 着 さが

かった．

　重合率測定 1分後の重合率は， 重合 有の

デ アル ア ー ル とス ッ

ー ルに比 ，化学重合 の ー

ト スは有 に かった．5-10分の に ー

ト スの重合率が に上昇した．

　 着 観察 い れの デ も，hybrid
layerを し な 着 が観察された．

　考察 着 さと重合率測定から，化学重合

ー ト スは，重合が 重合 に比 て いた

め， 着 後の 着 さが いと考 られた．時 の

とともに化学重合 ー ト スの重合

率は上昇する．しかし，24時 後の 着 さが かっ

たのは，1分後に 中 したために， 分な重合が

得られない ちに による重合 が起きたと 察で

きる．化学重合 デ は， が きに

くいとこ に対して有 である．一方で， による

な重合が得られないために， の 着 さが

得られにくい．また 着 後に， な による

重合 の を け すいことが 察され，デ ア

ル ア がより有 と考 られる．

　

（発 に して 者・被 者の同 を得た． 理

名 大学 床研究 ，

28， 認 研1606-020）
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荷重 荷を り し着 が 積 で したク
ス の 持力に す
　○ ，　加藤 実，　和 重 ，　 ，　 下 一

歯科大学 ーシ ルデ ー 学講座

Influence of repeated insertion/removal test under load condition on retentive force of clasp fabricated by
metal additive manufacturing.
Tomono K, Kato Y, Wadachi J, Tasaka A, Yamashita S
Department of Removable Partial Prosthodontics, Tokyo Dental College

Ⅰ． 目的

　3D リ の 発 により， を ー ー

にて し積 する方法（Selective Laser Sintering
SLS）で 部床義歯の支 装置を することが可能

となった．これまでSLSで した義歯支 装置の

り し着 による 持力の変化に いては がな

されているが， 歯部 荷される 能力が支

装置の 持力および の変化に す に

いては 明であった．本研究では， 能力を想定し

た荷重の 荷がSLSで したク ス の 持力に

す を明らかにすることを目的とした．

　

Ⅱ． 方法

　支 歯は下顎 二 歯を した歯 と

し，CAD用ソフトウェア（Dental system，3shape，

Copenhagen，Denmark）を用いて設 した．

に ー を，咬合 の に ストシートを

設定した．そのデー から ルトク （Co-Cr）
を用いてSLSにて したものを支 歯の とし

た．支 装置は ー ースク ス とした．支 歯の

3Dデー 上で設 し，得られたデー からCo-Cr
でSLSにてク ス （SLS-c）を した． ト ール

として，同デ から ー を し，Co-Cr
にて したク ス （Cast-c）を した．支 歯を

10 し，それらに適合するSLS-cとCast-cのク

ス をそれ れ5 した．実 は，最 に

能 （Autograph AG100N， ，

， 本）を用いて 持力を 測した．その後，

支 装置の り し着 を 10 000回行った． り

し着 開 後の 持力測定は，1 000回 に行っ

た．本 には加藤らの ¹⁾による治 シス と

り し着 （TDC-Ykp， 本 ック， ，

本）を 用した．荷重 は，支 装置の装着荷

重を49N，咬合力 当の荷重を196Nとした． 変

化の 測のために， り し着 と10 000回

後に3Dス ーを用いてデー を 得した．得られ

たデー から重 合わ と 状 分 理を行い，二

平均平方 を した． 持力に対する り

し着 1 000回 の 持力の比較を，一元 置分

散分析とBonferroniの 重比較検定により行った．ま

た， り し着 後の 比較をMann-Whitneyの

U検定にて行った．有 は0.05とした．

　

Ⅲ． 結果と考察

　SLS-cの 持力は， 持力から り し着 1
000回後に約40 減少し，その後は 定した 持力を

持し（図），Cast-cと同 の 向を示した． 持

力と1 000回以 す ての 持力との で有 を

認めたが，1 000回から10 000回までの 持力の に

は有 を認めなかった．SLS-cの 変化に い

ては， り し着 後で約0.02mmの変 を認めた

が，Cast-cとの には有 を認めなかった．

　以上から，ク ス に 能力を想定した荷重を 荷

した場合，SLSで したク ス の 持力の変化

は， の で したク ス と同等であり， 1
000回までにク ス アー 変 アー 内 と支

歯 に の生じる可能性が示唆された．

　

Ⅳ． 文献

1） 加藤 実， 中 ， か．義歯支

装置 の荷重 を 加した り し着

の開発． 本 歯科学 128回学 大

・ 2019 139.

　

図　SLS-cとCast-cの 持力の減 率
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積 で した ス構 が ルトク 合
の 的 性に す
　○ 　　 ，　 　　 ，　 　 　　

2 ，　 下 一 　　

　 歯科大学 ーシ ルデ ー 学講座，　

2 歯科大学解 学講座，　 歯科
大学口 科学研究 ー
Effect of lattice structure on mechanical properties of Co-Cr alloy fabricated by selective laser sintering.

Okano H1), Tasaka A1,3), Matsunaga S2,3), Yamashita S1)

1)Department of Removable Partial Prosthodontics, Tokyo Dental College, 2)Department of Anatomy,
Tokyo Dental College, 3)Oral Health Science Center, Tokyo Dental College

Ⅰ． 目的

　 ， を ー ーにて積 する方法

（Selective Laser Sintering  SLS）により， 部床義歯

の ルフ ー ワークの が可能となった．SLSで

した ルトク （以下Co-Cr）合 は， の

法 ー 値 さ れ た 方 法

（Computer Numerical Control CNC）で リ して

したものと比較して， れた 構 的

性を示すことが されている1 ．また，SLSは

CNC リ では 可能な な 状 内部構 を

することが可能である．　

　本研究は 量か 高 の ルフ ー ワークの

を目 とし，SLSで した ス構 がCo-

Cr合 の 的 性に す を検討することを

目的とした．

　

Ⅱ． 方法

　 ル状 の3Dデー の設 を，JIST6004
に きGeomagic Freeform（3D SYSTEMS ）を

用いて行った．設 デー より，以下の4 の

を した ワックス ー を し したも

の（以下 Cast ）， Co-Cr デ スクを切 加

（RPX500DSC，Roeders ）により リ したもの

（以下Milling）， Co-Cr を 積

（EOSINT M270，EOS ）により したもの（以下

SLS 実 ）， 内部に幅1.2mmの の

ス構 を設 し（図），積 したもの（以下

SLS ス ）． は以上4 で5 し

た． 能 （ ート フ AG-Ⅰ20kN，

）を用いて を行い，最大

さ， 率，0.2 力， び率を測定した．各

の 的 性を 学的に比較検討するために，

Kruskal-Wallis検定後にSteel-Dwass法にて 重比

較を行った．有 は0.05とした．

　

Ⅲ． 結果と考察

　SLS ス の 量は4.6gを示し， の と比較

して20 減少した． 率は，SLS 実 が

184.1GPaと最も大きな値を示し，次いで，Castが170.

4GPa，SLS ス が73.4GPa，Millingが34.0GPa
を示した．CastとMilling ，MillingとSLS ス

で 学的有 を認めた．最大 さと0.2
力は，SLS 実 ，Cast，Milling，SLS ス の

で大きな値を示した．最大 さにおいてSLS
ス とMilling 以 の全ての で 学的有

を認めた． 0.2％ 力と び率はともに で

学的有 を認めなかった．

　歯科 用Co-Cr合 は 率が150GPa以上，

びが2 以上，0.2 力が500MPa以上を たすこと

がJISで 定されているが， 回の結果では内部構

を加 たSLS ス はす ての を たさなかっ

た．これにより ス構 を したことで，合 内

部に ク 構 異方性を 得した一方で， 方向

の 応力に対する 性が 下したことが示唆

された．

　以上から，SLSで した ス構 が，Co-Cr合
の 的 性に を すことが明らかとなっ

た． 後は， の 重量よりも く， 歯科用

として 分 を たす ク 構 性を

得するために， ス構 の の ，構

の を増加さ ， 的 性を向上さ ていく

定である．

　

Ⅳ． 文献

1） Kim HR, Jang SH, Kim YK et al.
Microstructures and Mechanical Properties of
Co-Cr Dental Alloys Fabricated by Three CAD/
CAM-Based Processing Techniques. Materials
(Basel) 2016; 9: pii: E596. doi:10.3390/
ma9070596.

　

図　SLS ス の内部構 の設
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の 的 さの いが口 内ス ーの
に す

　○ ，　 ，　和 重 ，　 下 一

歯科大学 ーシ ルデ ー 学講座

Influence of mesiodistal length of free-end missing on accuracy of intraoral scanner

Shimizu T, Tasaka A, Wadachi J, Yamashita S
Department of Removable Partial Prosthodontics, Tokyo Dental College

Ⅰ． 目的

　 ，口 内ス ーによる 装置の は

有歯顎 歯顎のみなら 部分 歯 に対しても

応用され ある． 者らは，これまで 上で部分

歯 のス に いて比較し，

部顎 と支 歯との ， 部と中 部

との における に いて 128回学 大 で

した1）．この結果から， 部顎 では歯 と比

較して，ス を な 合わ るス ッ

が となるため， では が

的に くなる ス が る可能性が

示唆された．

　本研究の目的は，部分 歯 に対するス

の向上を図るために， の

的 さの いが口 内ス ーの に す

に いて分析することである．

　

Ⅱ． 方法

　シ ーシ として2 の下顎KennedyⅠ

部分 歯 を 用した． 一， 二大

歯の4歯が している い

（E50-522， ッシ ，以下S ）と，

歯，大 歯の8歯が している い

（E50-550， ッシ ，以下L ）を し

た．それ れ に5 の （約4mm ，

）をシア アクリ ートにて 着し

た． を3Dス ー（ATOS core200，GOM
）にてス し，3Dデー （以下 デー ）

を 得した．次に， を （シ ル

Ⅲ， ッシ ）に装着し，口 内ス ー

（TRIOS3，3Shape ）を用いてス を行っ

た． 測の は，歯 ， 顎 ， 顎 の

とした．歯 に対しては， の最後方歯から 方

歯， の最後方歯に向かって，歯 ， ，

の に 測した．顎 では， 方から後方

に向かって， ， の に 測した．口 内ス

ーによるス は各 10回 行い，

3Dデー （以下IOSデー ）を 得した．

　 デー に対するIOSデー の重 合わ を，3
次元デー 検 ソフトウェア（GOM Inspect，GOM

）にて行った．その ，5 の を とした ス

トフ ットアル リ を して 状 分 理を行い，

状 分値を 対値にて した． 理では，

顎 および 顎 の 分値に対する

の比較をStudent s t検定にて行った．また，S の

顎 を 的に3部 （ 一大 歯部， 二大

歯部， ト モ ー ッ 部）に，L の顎 を4部

（ 歯部， 一大 歯部， 二大 歯部， ト モ

ー ッ 部）に分割し，部 の いによる 分値の

比較をKruskal-Wallis検定後，Steel-Dwass法にて

重比較を行った．有 は0.05に設定した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　S の 顎 の 分値は0.09 0.01㎜，

は0.12 0.02㎜，L では で0.11 0.02㎜，

で0.11 0.01㎜であった． 顎 の 分値に

して， で有 が認められた．

　顎 の部 の分析に いては，S では，

一大 歯部と 二大 歯部との で有 が認め

られた．L では， 歯部と の3部 で

有 が認められた．また， 歯部と ト モ

ー ッ 部 で有 が認められた．

　顎 は被 体として認 しにくい な であるた

め， い の方が のス ッ 時の

ーを生じ すく，IOSデー の を 下さ る

可能性が示唆された．

　以上から， の 的 さの いがス

時の に を すことが明らかと

なった． 後は のス の を高

めるために，被 体として認 さ すく， 可能

な構 を顎 に し， に対する口 内

ス ーの を検 していく 定である．

　

Ⅳ． 文献

1） ， ， 下 一 ．部分 歯

に対する口 内ス ーの 検 ．

　2019 11・128回 47．
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本学歯学部 におけるIODとIRPDの中 的観察

　○ 　　

2 ，　 井 　　

2 ，　 　 　　

2 ，　 　　

2 ，　佐藤 平　　

2 ，　 　　

2 ，
　 　　

2 ，　大 力 　　

2

　 大学歯学部有床義歯 学講座，　

2 大学歯学部 ト ー

Midium-to-long term obserbations of implant overdentures

Maruo R1,2), Shirai M1,2), Shimizu S1,2), Suzuki G1,2), Sato Y1,2), Shimpo H1,2), Suzuki Y1,2), Ohkubo C1,2)

1)Department of Removable Prosthodontics, Tsurumi University School of Dental Medicine, 2)Center of
Oral and Maxillofacial Implantology, Dental Hospital, Tsurumi University School of Dental Medicine

Ⅰ． 目的

　有床義歯の に対して，少 本の ト

により義歯の 持 定を大幅に向上さ た

ト ー ーデ ー（以下，IOD） ト

ーシ ルデ ー（IRPD）が 床の中

で有力な となっている．これまでの 床研究に

よると，IODにおける トの生 率は上顎と下

顎で大きく異なり，上顎は下顎に比較して ト

の生 率が いと されてきた．しかし， では

IODのための治療 設 の し， ト

体 性状の 等から上下顎 の 率の の

減少 向が されている．とこ が

の は少なく， は 明確になっていない．そ

こで本研究では，IODの 後 を実 し，中

的 観察を行い 床評価を みた．

　

Ⅱ． 方法

　 対 は，2003 1 から2018 4 までの15
に，本学歯学部 科において

トの およびIOD，IRPDを装着し，最 1
にリ ールに応じた とした． 内 はIOD，

IRPD装着時の 齢， 比，ア ッ トを装着し

た ト 部 と本 ， ，装着後の

ト ルとした．

　

Ⅲ． 結果と考察

　 対 となった 者は合 30 で，60 が13
と最も く，平均 齢は66.4 であった．対 者

の 比は 性10 （33.3％）， 性20 （66.7％）と

1 2であった． は 歯顎が最も く62.5％，

部分 が37.5％であり， トの 本 は

合 75本であり，上顎27本，下顎48本であった．

ト 部 は， 歯部6本（8.0％）， 歯部33
本（44.0％）， 歯部15本（20.0％），大 歯部21本

（28.0％）であった．

　 トの は73本中11本（15.1％）で，上顎

は25本中6本（22.2 ），下顎は48本中5本（10.4％）で

あった． 装置のト ルは義歯床の ，Oリ

の ， 歯の 等が認められた．

　 ト体の 装置のト ルが認め

られたものの， と の で大きな もなく

用されており， じて 者 は高かった． 常で

は 定の得られにくい下顎全部床義歯においても，

トによって 持 定を 得できたことが大き

な要 であると 察される．また，上顎IOD，IRPDの

ト生 率が下顎に比較して かったのは，

下顎に の 歯があり，力学的に ったこ

とが要 の一 であると考 られる．

　

（発 に して 者・被 者の同 を得た． 理

名 大学 理 ，

11000277， 認 1522）

　

　

図1　被 者の 齢

図2　 ト 部
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シリ ー リ が疼痛 値に る
割 床 による検討

　○ 川　 ，　 本　 ，　 ，　 ，　 川 大，　中 義 ，　大 和，
　

本大学 歯学部有床義歯 学講座

Effect of resilient denture liner on pain threshould
Randomized controlled clinical trial
Furokawa S, Kimoto S, Furuse N, Furuya Y, Ogawa T, Nakashima Y, Ookubo M, Kawai Y
Department of Removable Prosthodontics, Nihon University Graduate School of Dentistry at Matsudo

Ⅰ． 目的

　 歯科 は，義歯装着者が る なト

ルに し，時に する． に下顎全部床義歯に

ト ルの は高く，その大部分が痛みに する

とされている．したがって，義歯に生じる痛みは重要

な研究 である．そこで， は義歯装着者の疼

痛 値に着目し検討を重 ， 歯顎 者は上顎顎

粘膜より下顎顎 粘膜に痛みを じ すいことを明ら

かにしてきた1 ．一方，痛みを い下顎顎 粘膜

には リ が応用され， 者の痛みを 減す

る．この に いては，これまで リ の

圧 果で 明さ れてきたが， リ を 用

することで 者の顎 の疼痛 値が変化するためと

考 た．本研究の目的は， リ 用下顎全

部床義歯装着者（ リ 義歯 ）と 法義歯装

着者（ 法義歯 ）の疼痛 値を比較検討することで

ある．

　

Ⅱ． 方法

　本研究のデ は リ 義歯 と 法義歯

を比較する 割 け 床 である．被 者

は 本大学 歯学部 科に した

上下顎 義歯 者で，研究 の同 が得ら

れた 者とした． はシリ ー リ

（ソフリ ーMS，トク デ ル， ， 本）を

用した下顎全部床義歯， ト ール は床用

（アー ， ， ， 本）のみで した義歯

とした．アウト は 的に を できる

検 装置 Neurometer CPT C®
 Neurotron

Inc.  Baltimore  USA を用い，2000Hz（A ），

250Hz（A ）および5Hz（C ）を ト

当部に した時の疼痛 値（Pain Threshold
PT値）とした．測定は を に上昇さ ，

が痛みに変化した に被 者に さ ，その

値を することで行った．測定時 は 義歯

後（ 後）と 義歯 3か 後（3か

後）とした．

　

Ⅲ． 結果と考察

研究に 加した被 者は， リ 義歯 15名，

法義歯 16名であり， 率は74 であった 図1 ．

PT値は2000Hzにおいては 後（p 0.02），3か

後（p 0.001） に リ 義歯 のPT値は

法義歯 に比 有 に高い値を示した（図2）．

250Hzにおいては 後（p 0.04），3か 後

（p 0.02） に リ 義歯 のPT値は 法義歯

に比 有 に高い値を示した（図2）． 5Hzにおい

ては 後（p 0.001），3か 後（p 0.001） に

リ 義歯 のPT値は 法義歯 に比 有

に高い値を示した（図2）．この結果より，これまで

学的 からのみ 明されていた リ の疼

痛の 果が疼痛 値の上昇に する可能性

があることが示唆された．

　

Ⅳ． 文献

1） Kimoto S, Furuse N, Ogawa T, et al. Receptivity
of the mandible versus the maxilla to external
stimuli in patients with complete dentures. J
Prosthodont Res 2019;63:299-302.

　

（発 に して 者・被 者の同 を得た． 理

名 本大学 歯学部 理 ，

1100584， 認 EC17-001）

　

　

図1被 者のフ ー

図2　各 におけるPT値の比較
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積 時の が 部床義歯フ ー ワークの
状 に す

　○ 　裕　　 ，　 　　 ，　 　　 ，　 口 　　

2 ，　 下 一 　　

　 歯科大学 ーシ ルデ ー 学講座，　

2 和 歯研

Influence of molding angle on shape accuracy of removable partial denture framework fabricated by metal
additive manufacturing
Kobayashi H1), Tasaka A1), Shimizu T1), Higuchi S2), Yamashita S1)

1)Department of Removable Partial Prosthodontics, Tokyo Dental College, 2)Wada Precision Dental
Laboratories Corporation

Ⅰ． 目的

　デ ル ク ーが し， を ー ー

で積 する方法（Selective Laser Sintering 

SLS）により 部床義歯フ ー ワークの が可能

となった．しかし，積 時の 方向が したフ

ー ワークの 状に を すことが されて

いる．そこで，本研究はSLSの の いがフ

ー ワークの 状 に す を明らかにす

ることを目的とした．

　

Ⅱ． 方法

　Kennedy II 1 の下顎部分歯 の

（MIS3004-L-PL-28，NISSIN ）を 用した．歯科

用3Dス ー（Smart Big，Digilea ）を用

いて の3Dデー を 得後，CADソフト（Digistell，
Digilea ）を用いてフ ー ワークを設 した（設

デー ）．ぜに ー ースク ス ，たにリ ク ス

，ごにRPIク ス ，およびリ ル ーを設定し

た ． 設 デ ー を も と に 積

（EOSINT M270，EOS ）にて以下の3 で各10
床 した 研 を下に向け，各 ストが ット

フ ー に対して平行となるよ を設定した

0 ， 方を下方に45 さ た 45
， 方を上方に45 さ た-45 とし

た． したフ ー ワークに 化 ー

を し，ATOS core200（GOM ）にて3Dデー 化

した（ デー ）． 検 では，ま 設 デー と

デー との重 合わ を3次元デー 検 ソフト

ウェア（GOM Inspect，GOM ）上で行った後， ス

ト， 内 ， ，リ ル ー，および

結子に いて 状 分値を した． 

の 分値の比較をKruskal-Wallis検定で，その後の

重比較をSteel-Dwass法にて行った．有 は

0.05とした．

　

Ⅲ． 結果と考察

　全 測部 の 分値は，0 で-0.14 0.14mm，

45 で-0.24 0.25mm，-45 で-0.27 0.20mmで

あった．0 では，リ ク ス とRPIク ス の

スト，RPIク ス の ， ー ースク ス とRPI
ク ス の ，およびリ ル ーの 分値が

さく， の2 との で 学的有 が認めら

れた． 45 では，リ ク ス の 部とRPIク
ス のアー 中 は 分値が さく， の2 との

で 学的有 を認めた．一方，3 とも大き

な 分値を示したのはリ ル ー中 であり，0
および 45 で デー が から れる方

向に変 し，-45 では の変 が認められた

（図）． 45 では ート の 着量が の2
と比較して少ないため，リ ル ー中 に最も大

きな変 を生じた可能性が考 られた．一方，0 お

よび-45 では ート 着量は同 っ

たが，それ れ 方向の変 を示した．これは ッ

トフ ー に対する 体の 置の高 が変 方

向に していることが考 られた．以上から， 

の いによる ート 着量と， ットフ ー

に対する 体の上下的 置の 者が，フ ー

ワークの 状 に を す可能性が示唆され

た．

　

Ⅳ． 文献

1） Tasaka A, Shimizu T, Kato Y et al. Accuracy of
removable partial denture framework fabricated
by casting with a 3D printed pattern and
selective laser sintering. J Prosthodont Res. 2019 :
doi: 10.1016 / j.jpor.2019.07.009.

　

図．リ ル ーの 分値の比較
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歯 物の さに を る PMTC の要 に

いての検討
　○平川 裕　　 ，　 口 一 　　 ，　 　　 ，　 　　 ，　 　　 ，　 　　 ，　 和夫　　

2 ，
　森 三　　 ，　 　　

　 歯科大学咬合修 学講座 義歯学分 ，　

2 支部，　 歯科大学咬合修 学講
座口 ト学分
The evaluation of factors of professional mechanical tooth-cleaning (PMTC) affect the surface roughness
of crown restorations.
Hirakawa T1), Yamaguchi Y1), Imamura N1), Hinotsume S1), Matsuda S1), Yoshida M1), Eda K2),
Morinaga K3), Matsura T1)

1)Section of Fixed Prosthodontics, Department of Oral Rehabilitation, Fukuoka Dental College, 2)Kyushu
Branch, 3)Section of Oral Implantology, Department of Oral Rehabilitation, Fukuoka Dental College

Ⅰ． 目的

　 フ ル の 等を目的とした 的歯

（PMTC）は， 者の 方法によっては歯 歯

物 に ー を る 性が され

ている1-3 ． の先行実 において， 床で行われ

る一 的な 下で実 したPMTCは に

を  フ ル の を する 性

が示唆された．本研究では， 物 に を

ない 果的なPMTCの 適 の を目的とし

て， の異なるPMTC ーストを 用し，PMTC時

の荷重，回 および研 時 の 子が 物の

性状に る に いて検討した．

　

Ⅱ． 方法

　 5mm，厚さ1.5mmの デ スクを し，最

理として 研 したものを とした．PMTC
に 用する ーストには，それ れ の異なる ル

ー ー （MER）， ッシ （GLA），ル

シェ ワ ト （RW）の3 を 用した．各PMTC
ーストを用いて荷重（50 350gf），回 （500

2500rpm）および研 時 （5 45s）に いてそれ

れの 下でPMTCを実 した（各n 4）．全ての

PMTCが同一 で行われるよ に，デ スクを設置

した 用の ル ーをはかりに 定し， を確認し

ながら した一 の歯科 生 がPMTCを実 し

た．その後に ー ー を用いてPMTC 後の

さを比較した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　荷重と さの では， の大きいMERお

よびGLAでは，荷重の増加とともに さも増加す

る 向を示した．また，50gfの 圧であっても

さの増加を認めた．一方， の さいRWでは荷重

の大きさに わら さに変化はなかった．研

時 も同 に， の大きいMERおよびGLAでは，

研 時 の増加とともに さも増加する 向を示

した．また，5sの 時 であっても さの増加を

認めた． の さいRWでは研 時 の さに

わら さに変化はなかった．回 は

さに を さなかった．

　本研究結果では，研 子の大きい ーストを 用

するPMTCでは荷重および研 時 の 子が 性

状に を た．また， 圧・ 時 であっても

さが増加することが示されたため，PMTCにはRW
のよ な を ない ーストの 用が適している

ことが示唆された． 後はRWを用いたPMTCの各

でのス 果に いても検討していく．

　

Ⅳ． 文献

1） Yap AU，Wu SS，Chelvan S．Effect of hygiene
maintenance procedures on surface roughness of
composite restoratives． Oper Dent．2005 Jan-
Feb;30(1) 99-104．

2） 加藤 正治． ル ・ ・ 物の

フェッシ ル ア 歯 研 から歯 修 の

シフト． ク ッ ス

2010．

3） 川本 ， ， か．PMTC
ーストに する研究　疑似 ル および修

物 性状の変化と ーク 率に い

て． 歯  2016  402-409．
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PMTC の 状と に いての検討
PMTC の実 状況のア ート から
　○ 　　 ，　平川 裕　　 ，　 　　 ，　 　 　　 ，　 　　 ，　 　　 ，　森 三　　

2 ，
　 　　

　 歯科大学咬合修 学講座 義歯学分 ，　

2 歯科大学咬合修 学講座口
ト学分

Consideration of the current situation and issues of professional mechanical tooth-cleaning (PMTC)
Questionnaire survey about implementation status of PMTC
Matsuda S1), Hirakawa T1), Imamura N1), Okamura A1), Yoshida M1), Magori Y1), Morinaga K2),
Matsuura T1)

1)Section of Fixed Prosthodontics, Department of Oral Rehabilitation, Fukuoka Dental College, 2)Section of
Oral Implantology,Department of Oral Rehabilitation, Fukuoka Dental College

Ⅰ． 目的

　 的歯 （PMTC）は， を用いた

フ ル および着 物等の ークリ シ

フ ク ーの を目的としている1 が， 者の 方

法によっては，歯 物 に ー を る

性が されている2 3 ．その にはPMTCの

用される ーストの な に明確な

がないことが原 の一 に られている．そこで本

研究では， されているPMTCの ー

ストの に いて するとともに，歯科 生 を

対 としたPMTCの実 状況に するア ート

を行い，PMTCの 状と に いて検討した．

　

Ⅱ． 方法

　PMTC ーストを している各 の 文

， フ ットおよび ー ー から， 有する研

子の するPMTCの （回 ，荷

重，研 時 等）に いて した．また， 10
に されたPMTCに する学 文を検 し，

実 に 用されたPMTC ーストと 用された に

いて した．さらに， 歯科大学 科歯科

合 に する歯科 生 29名を対 とし，

PMTCの実 状況（ 用する および ースト，

ーストの と 物の による い分

け，回 ，荷重，研 時 等）に するア ート

を行った．

　

Ⅲ． 結果と考察

　各 からPMTC ーストの研 子 と回

の 値に いては 示されていたが，荷重 研

時 等の歯 物に ー を ると思われ

る要 に いての は されていなかった．学

文の検 結果では，実 で 用された回 ，

荷重，研 時 はそれ れ300 2000rpm，150
250gf，5 60 と であり， に回 と研 時

は文献によって大きく異なっていた．また，PMTCの実

状況に するア ート結果でも，回 ，荷重，

研 時 はそれ れ20 1500rpm，50 300gf，2
20 とそれ れ異なる でPMTCが行われてい

た．さらに， ーストの と 物の による い

分けを適切に実 している 生 は少ない結果で

あった．

　 回の で，各 ーストに対するPMTCの に

いて明確な がなく， 床の 場においても

PMTCの実 状況は であり， に アル化

されたPMTCが り されている が明らかとなった．

後はPMTCの ーストの な の を

に 定することが まれる．

　

Ⅳ． 文献

1） Axelsson P， Lindhe J． Effect of controlled oral
hygiene procedures on caries and periodontal
disease in adults． J Clin Periodontol． 1978
May ; 5 (2) : 133-51．

2） 加藤 正治 . ル ・ ・ 物の

フェッシ ル ア 歯 研 から歯 修 の

シフト. ク ッ ス

2010
3） 川本 ， ， ， ．　

PMTC ーストに する研究　疑似 ル お

よび修 物 性状の変化と ーク 率に

いて. 歯 　2016 59 (5) : 402-409.
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の支 築 法およびク ウ 修 における応力分
布状 に する研究
　○ 　 ，　 大 ，　 　 ，　 子，　 ，　OmniaSaleh，　三

科歯科大学大学 歯学 合研究科 能 学分

Stress Distribution within Roots Restored with Different Types of Post Systems and Different Restorative
Materials
Huang L, Okada D, Shin C, Ogura R, Mizusawa K, Saleh O, Miura H
Fixed Prosthodontics, Graduate School, Tokyo Medical and Dental University

Ⅰ． 目的

　 Post and core are frequently used to restore
endodontically treated tooth. Traditionally  casted
post and core were the preferred choice. However
when metal free aesthetic restorations are used
metal post may negatively affect the esthetic results.
Therefore  composite resin core with glass fiber post
（GFP）were applied instead of metal post and core.

In recent years  with the development of computer-
aided design and computer-aided manufacturing
CAD-CAM  a customized one-piece post-and-core

that fit noncircular  or extremely tapered canals has
been used as an alternative to GFP in the esthetic
zone. However  it is not clear yet what kind of
material is the most suitable for this kind of design.

The aim of this study is to evaluate the influence of
the CAD-CAM customized post and core on the
stress distribution in the abutment tooth restored
with four different kinds of crown by three-

dimensional 3D  finite element methods.
　

Ⅱ． 方法

　Twenty-four types of 3D finite element models of
endodontically treated premolars were built  using
finite element structural analysis software1 . In these
posts and cores were built with six types of one-

piece customized post-and-core. Which are  Resin
nano ceramic RNC  fiber-reinforced composite
FRC  polymer-infiltrated ceramic PIC  lithium

silicate reinforced by zirconia ZLS  Zirconium
ZRP  and composite resin core with glass fiber

post GFP . Crowns were constructed with four
different materials which are  lithium disilicate LD
leucite ceramic LC  zirconium ZRC  and hybrid
composite resin HR . The occlusal force was
applied to the center of the occlusal surface lingual
direction  24 N  distal direction  29 N  apical
direction  164 N  1 . Finally  the magnitude of the
dentin around the cervical area  around the base and
at the end of the post was calculated.

　

Ⅲ． 結果と考察

　The magnitude of the stress concentration is shown
in Table. Within the limitation of this experiment
the ZRP Group which showed the highest Young s
modulus  with the highest value of stress distribution
23.4 MPa at the end of post. The young s modulus
of the other restorative materials HR  LC  LD and
ZRC  had not influenced the stress distribution at the
end of the post. On the other hand  the Young s
modulus of post influenced stress concentration at
the end of the post. The higher the Young s
modulus  the higher stress concentration at the end
of the post  except GFP Group with a higher
Young s modulus of one-piece post  a lower stress
was observed at the cervical area. Therefore， the
combination of HR and ZRP shows the lowest stress
concentration 13.4 MPa at the cervical area. It was
observed that there is a relationship between
Young s modulus of restorative material and stress
concentration at the cervical area and the base of
post. With a higher Young s modulus of crown  a
larger stress was concentrated at cervical area and
lower stress was observed at the base of the post.
　

Ⅳ． 文献

1） Okada D, Luo S, Mohammed YB, et al. Stress
Distribution in Crowns with Different Crown
Materials and Thickness. JADR 2015 abstract
#129

　

Table- Magnitude of at von Mises stresses at each
point of analysis by FEA
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ェクシ ・アル ート に する研
究
　○二 　　

2 ，　大 　 　　

　 川歯科大学大学 歯学研究科口 科学講座クリ ル・ リアル学分 ，　

2

学 大学 ・ 学研究
Study on novel wash type alginate impression material

Nihei T1,2), Ohashi K1)

1)Division of Clinical Biomaterials, Department of Oral Science, Graduate School of Dentistry, Kanagawa
Dental University, 2)Materials & Surface Engineering Research Institute, Kanto Gakuin University

Ⅰ． 目的

　 ，歯科用CAD CAMシス の発 により，口

内ス ーも同時に発 し ある．しかしなが

ら，一 歯科 療においては， から 用されてい

るアル ート ，あるいは との

合 法による 得の がま 用さ

れている．これはアル ート

の原 が とい ことから 価であること， 状 リ

ーである の 性と 状 リ ーのア

ル ート のある の物性と 着性を有し，

り いが であることが理 として られる．

　歯 修 あるいは可 （義歯）装置を する時に

された部 ，あるいは 歯には で，

その 囲にはある の物性を有するアル ート

での 合 が 内では い． 床

において， の 的 が いため，

化後の 時にアル ート から ，あ

るいは 体の が生じる場合がある．

また， は加 されて ル状で するた

め，その加 状 により 性が一 ではない，ある

いは口 内での 中に 化してしま 場合もあり，

者の ，あるいは リ 状 に され す

い．さらに体 よりも高 で 用するため， 者 の

，生 歯では歯 の原 にもなる．

　そこで， に わる ースト のアル

ート を 合 用として開発することによ

り，上 の される 床上での の回避は可能

と考 られる．また， 和 なしで シ ッ

を装着し， 和（ ート ックス）されることにより，

均一な性状が たれ， 時 の も得られ，

床上で有用と考 られる．

　さらに， が は 高齢化 となり，歯科 療も

あるいは 療が増 ている中，この ースト

の 合 用アル ート が開発され

れ ，歯科 設ではない場 での 療における

得も 分に可能となると考 られる．

　本研究は， に開発した ースト のアル

ート が， ースとなるアル ート と

の 着性を と比較，検討した．

　

Ⅱ． 方法

　 した ェクシ は，開発したア

ー ェクシ （ARI， ーシー， ），ア

ー （ARL， ーシー， ），デ ト

（DLP，デ ト クス， ）の3 ， ース

としてア ー フ ス（AFP， ーシー，

），アルフ ックス ストフリー（ADF， ッシ ，

）の2 とした．

　 ェクシ と ース との 着 さは，JIS
T 6512 2016（ ）7.7 着 さ に

じ て ， ー ス ア ル ー ト を 和 後 に

19mm，高 25mmの ッ 2 に し み，一方

を 合 用の を すために 部を り，そ

の 部に ェクシ の各 を し

み，上下の ッ を ちに（0sec）あるいは30 後

（30sec）に圧 し，35 の に120 持した．

持後， ート フ（EZ-L， ， ）を用

いてク ス ッ ス ー 500mm minで 着

を行った．なお，各 5 とし，平均値と を

め，二元 置分散分析を行い，有 が認められた

場合は 重比較検定（Bonferroni法）を行った.

　

Ⅲ． 結果と考察

　 ースト のARIとAFPとの 着 さは，

と比較して有 に高い値であり（p 0.05），30sec
では最も高く約120kPaであった．また， では，

0sec よりも30sec で 下 向であった． 後の

は，ARIとAFPでは0secおよび30secに わら

，す ての で ースト内あるいは ース内の

であったことから， ース と 分が

似した ースト のARIは，化学的に ース

と結合したと考 られ， 床においても ース

から する 性は いと示唆された．
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CAD CAM の適合性向上のための り の最適化

　○ 中　 ，　 ，　 子，　 　 ，　SalehOmnia，　 ，　 本 ，

　 明，　三
科歯科大学 歯学 合研究科 能 学分

Optimization of the stage movement to improve the marginal and internal fit of CAD/CAM crown

Yanaka W, Nozaki K, Matsumura M, Shin C, Omnia S, Takita M, Nemoto R, Matsumura M, Miura H
Fixed Prosthodontics, Tokyo Medical and Dental University

Ⅰ． 目的

　 ，CAD CAM の発 により，切 加 によ

り した歯 装置の 床応用が加 してい

る．しかしながら，装着後の 装置 に する

が散 され，その要 として 装置と支 歯の

適合性が されている．

　切 加 装置により された歯 装置の適

合性は， の要 により され，切 加

の ち， に り は加 を することが

されている．また， り は，切 加 時 に

し， り を増加さ ることにより，切 加

時 を することが可能となる．しかしながら， り

の変化が加 物の適合性に る は 明

であり，適切な り の検討が 要であると考 ら

れる．

　そこで本研究では，歯 装置 時の切 加

を最適化することを目的として，CAD CAM
ックを の り にて切 加 し，加

として リッ の適合 を評価

した．

　

Ⅱ． 方法

　支 歯として下顎 歯を し， ー

は，デ ー シ フ ーとした．支 歯を想定し，

ルトク 合 の を した． 法に い

用 を し 用ス ー（AutoScan-DS-

EX Pro Dental 3D Scanner， ト

を用いて支 歯モデルのCADデー を

し，歯科用CADソフトウェア（ExoCAD）を用いて

歯 のCADデー を した． トス ースは

部を0 m，内 を20 mと設定した． したCAD
デー からCAMソフトウェア HyperDent，FOLLOW-

ME  Technology Group を用いて 歯のNCデー

を した．その の，ス ッ ー ー量は0.05
㎜，ス ルの回 は25000rpmとした．

　被 にはCAD CAM 用 ックとして，

ス ト ック トク デ ル を用

い た ．  CAM 装 置 に は ， 歯 科 用 リ シ

MD350， 子 ， ルには，

モ ー ック ール ルを

用した． り は，CAMソフトウェア（HyperDent，
FOLLOW-ME  Technology Group）にて以下の

で切 加 し，加 に要する時 を測定した（n 3）．

500mm min， 675mm min， 1000mm min，

1200mm min， 1500mm min， 2000mm min，

2500mm min
　 した歯 装置の内 適合性は，シリ ー

を用いた リ 法にて評価した．すなわち，

したク ウ に ックシリ ー （ ト ェッ

ー，GC）を して原 に設置し， 化後 して

ワ トシリ ー （フ ット ェッ ー，GC）にて

ちした．その後， した リ を 方向に切

し， 切 （ ク さ高さ測定 KY-60
， 学 ）を用いて ックシリ ー

の厚みを 測した． 測部 はa ー ，

b 中 ，c 咬合 ，d 咬合 ，e
中 部，f ー とした．

　

Ⅲ． 結果と考察

　各 にて切 加 した の加 時 は， 36
分， 26分， 19分， 13分， 10分 9分であっ

た． り の増加は，加 時 をリ アに減少さ

た．

内 の適合性を評価したとこ ， り の 下に

い， ー 部分であるa，f の内 量が減少し

た．また， り の増加に い， のe の

量は減少した．以上の結果から り の増加に

い 部で 装置と支 歯が し，a， f の

量が増加したと考 られる.

　以上より， り を 下さ ることにより加

が向上し， れた適合を有する加 として，切

加 時 を考 すると，1000㎜ minが適切であるこ

とが示唆された．
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状 に適用する を持た た ルフリー支
築 の検討

○ 原 里， 　 ， 子，大 ， 　 ，三

科歯科大学 歯学 合研究科 能 学分

Investigation of the new metal-free abutment material with appropriate strength applied to flared root canal

Tsukahara R, Komada W, Sugano K, Oishi S, Yoshimatsu S, Miura H
Department of Fixed Prosthodontics, Graduate School of Medical and Dental Sciences, Tokyo Medical and
Dental University

Ⅰ． 目的

　 置歯に対して歯 修 を行 ， くの場合

で支 築 が行われる．修 された歯の は

している歯 の厚み フェルールの有 に

を ける． 状 を持 よ な 歯 が い

歯に対して， ット により歯 を し

支 築 を用いることで， の均一な厚みが

得られることにより支 歯の高い が得られる

ことが されている1）．また， では ア ル

ー 的要 の高まりから， ルフリー治療の

要が高まってきている．そこで，本研究では 状

に対して を持た た ルフリー築 方

法を 究することを目的とした．

Ⅱ． 方法

　 には 齢30 以上の 歯を40本

用し 各 の を10とした． 切 （Isomet
buehler）にて歯 部を切 後， を用いて ト下顎

歯を し歯 を した． 後，

モ ーを用いて スト を行い， スト

の さ8.0 mm 歯 部の厚み0.8 mmの 状

を持 歯 とした.

　支 築 法は 築 用 ット Clearfil
DC Core Automix Kuraray Noritake Dental のみで

築 したRC ， 築 用 ット と ス

フ ー スト Clearfil Fiberpost No.6 Kuraray
Noritake Dental）を 用して築 したFP 　 二

リ ウ ス ックス Initial Lisi Press  GC を

用いて築 したLD ， 内を ット

した後二 リ ウ ス ックスを用い

て築 したRLD の4 とした． 置として，

内に デ Clearfil universal bond Quick
Kuraray Noritake Dental）を 布した後10
を行い，RC は積 により築 を行った．FP
では，フ ー ストをリ （K-Etchant Gel
Kuraray Notritake Dental） 後， ック

ー（ Clearfil Ceramic Primer Kuraray Noritake
Dental）にてシ ッ リ 理を行い築 した．

LD では，歯 の 得を行い 法にて二

リ ウ ス ックス アを した．RLD
では築 用 ット を 内に 後，分

を 布した 性のアクリルの （ 1.0 mm）

を咬合 から歯 中 に し20 した．

化後，アクリル を し アモ ト

FG103  を用いて スト を した． 内，

二 リ ウ ス ックス アともに ック

ーにて 理を行い 着性

ト Panavia V5 Kuraray Noritake Dental を用いて

着した．す ての において 荷重部 にス ス

ートを 着し，疑似歯 膜 Correct Quick
ト を し，アクリル Palapress Vario

Heraeus Kulzer を たしたアル ウ リ 内に

した．その後， 能 （Autogragph AGS-H
）を用いて，ク ス ッ ス ー 1.0 mm

minにて 荷荷重 を行った．得られた値を一元

置分散分析後 Tukey HSDにて 解析を行った.

Ⅲ． 結果と考察

　 荷荷重 の結果を に示す（ ）．全ての

において有 が認められ RLD において最も高

い を示した． 状 を有する歯におい

ては と弾性 が い ット を用

いて い 歯 を し 化することによって応力

中を さらに築 体 体に 分な を持た

ることによって高い を得られたと考 られる．

一方で ット による がないLD で

は い 歯 に応力が 中し 荷に きれ

歯 を起こしてしま ため が くなった

と考 られる．

　本実 において 状 に対し ット

を用い 歯 を した上で二 リ ウ

ス ックス アを適応することで の高い

ルフリー支 築 が可能となることが示唆された．

Ⅳ． 文献

1） Fukui Y，Komada W，Yoshida K et al．Effect
of reinforcement with resin composite on
fracture strength of structurally compromised
roots ． Dental Materials Journal 2009;28:602–
609．

　各 支 築 の

O- たな 性 デ による 着性向上
着に す 果

○ 中あ さ， 　 ， 　 ， （ ）裕子， 立 広， 　 ， ，
中 ， 文
大 大学大学 歯学研究科ク ウ リッ 学分

Improvement of bonding property using a newly developed hydrophobic bonding material
The effect of adhesive enhancer on early dentin bond strength

Yamanaka A, Mine A, Higashi M, Yamada-tajiri Y, Yumitate M, Ban S, Hagino R, Nakatani H, Yatani H
Department of Fixed Prosthodontics, Osaka University Graduate School of Dentistry

Ⅰ． 目的

　 の歯科 床で 用されている歯科用 着 の

着性を向上さ ることにより，二次 歯 を

さらに することが可能となる．本研究では1ス ッ

着シス を応用した ー（ ）に

性の高い デ を用いる 2ス

ッ シス の 着性を評価検討した．

Ⅱ． 方法

　 ト 大 歯15本を最大 隆部で切 し，

を さ ， 研 にて 600まで研 し，被着

とした（大 大学歯学部 理

H30-E51）． を に3 に分け， 2ス

ッ デ BZF-29（以後BZF  ーシー），

対 としてG- （以後GPB， ーシー）

およびクリアフ ル 2（以後MB2，ク リ

デ ル）を ー ーの 示 りに 用した．次い

で， 着 理を行った被着 に 重合 ット

（クリアフ ルAP-X，ク リ デ ル）を

4 mmの高さまで2 mm 積 し，5方向から10
した．各 を24時 37 中に

した後， 着 と に1.0 mm 1.0 mmとなるよ

モ ッ ーで し， 着

（n 25）および 観察を行った．

Ⅲ． 結果と考察

　 着 さは，BZF が62.9 20.1 MPa，GPB が

29.0 12.6 MPa，MB2 が50.9 16.3 MPaであり，

BZF はGPB およびMB2 に対し有 に高い 着

さを示した（図1）． 観察の結果， と

デ の で している割合は，BZF が

0 ，GPB が8 ，MB2 が0 であり， ット

と デ の はBZF が0 ，GPB
が52 ，MB2 が4 であった（図2）．したがって，2ス

ッ 目に 性が高く， 的 の高い

デ を用いることにより ット と

デ の 着が増 された．さらに ール

デ ス ー とされているMB2よりも の割

合が さくなり，歯 が する が

48 を めた．以上のことから，1ス ッ 着シス

を応用した ーに 性の高い

デ を み合わ る たな2ス ッ 歯 理

によって との 着性が向上することが明らかと

なった．

（発 に して 者・被 者の同 を得た． 理

名 大 大学歯学部 理

， 11000078， 認 H30-E51）

図1　 着 さ

図2　
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状 に適用する を持た た ルフリー支
築 の検討

○ 原 里， 　 ， 子，大 ， 　 ，三

科歯科大学 歯学 合研究科 能 学分

Investigation of the new metal-free abutment material with appropriate strength applied to flared root canal

Tsukahara R, Komada W, Sugano K, Oishi S, Yoshimatsu S, Miura H
Department of Fixed Prosthodontics, Graduate School of Medical and Dental Sciences, Tokyo Medical and
Dental University

Ⅰ． 目的

　 置歯に対して歯 修 を行 ， くの場合

で支 築 が行われる．修 された歯の は

している歯 の厚み フェルールの有 に

を ける． 状 を持 よ な 歯 が い

歯に対して， ット により歯 を し

支 築 を用いることで， の均一な厚みが

得られることにより支 歯の高い が得られる

ことが されている1）．また， では ア ル

ー 的要 の高まりから， ルフリー治療の

要が高まってきている．そこで，本研究では 状

に対して を持た た ルフリー築 方

法を 究することを目的とした．

Ⅱ． 方法

　 には 齢30 以上の 歯を40本

用し 各 の を10とした． 切 （Isomet
buehler）にて歯 部を切 後， を用いて ト下顎

歯を し歯 を した． 後，

モ ーを用いて スト を行い， スト

の さ8.0 mm 歯 部の厚み0.8 mmの 状

を持 歯 とした.

　支 築 法は 築 用 ット Clearfil
DC Core Automix Kuraray Noritake Dental のみで

築 したRC ， 築 用 ット と ス

フ ー スト Clearfil Fiberpost No.6 Kuraray
Noritake Dental）を 用して築 したFP 　 二

リ ウ ス ックス Initial Lisi Press  GC を

用いて築 したLD ， 内を ット

した後二 リ ウ ス ックスを用い

て築 したRLD の4 とした． 置として，

内に デ Clearfil universal bond Quick
Kuraray Noritake Dental）を 布した後10
を行い，RC は積 により築 を行った．FP
では，フ ー ストをリ （K-Etchant Gel
Kuraray Notritake Dental） 後， ック

ー（ Clearfil Ceramic Primer Kuraray Noritake
Dental）にてシ ッ リ 理を行い築 した．

LD では，歯 の 得を行い 法にて二

リ ウ ス ックス アを した．RLD
では築 用 ット を 内に 後，分

を 布した 性のアクリルの （ 1.0 mm）

を咬合 から歯 中 に し20 した．

化後，アクリル を し アモ ト

FG103  を用いて スト を した． 内，

二 リ ウ ス ックス アともに ック

ーにて 理を行い 着性

ト Panavia V5 Kuraray Noritake Dental を用いて

着した．す ての において 荷重部 にス ス

ートを 着し，疑似歯 膜 Correct Quick
ト を し，アクリル Palapress Vario

Heraeus Kulzer を たしたアル ウ リ 内に

した．その後， 能 （Autogragph AGS-H
）を用いて，ク ス ッ ス ー 1.0 mm

minにて 荷荷重 を行った．得られた値を一元

置分散分析後 Tukey HSDにて 解析を行った.

Ⅲ． 結果と考察

　 荷荷重 の結果を に示す（ ）．全ての

において有 が認められ RLD において最も高

い を示した． 状 を有する歯におい

ては と弾性 が い ット を用

いて い 歯 を し 化することによって応力

中を さらに築 体 体に 分な を持た

ることによって高い を得られたと考 られる．

一方で ット による がないLD で

は い 歯 に応力が 中し 荷に きれ

歯 を起こしてしま ため が くなった

と考 られる．

　本実 において 状 に対し ット

を用い 歯 を した上で二 リ ウ

ス ックス アを適応することで の高い

ルフリー支 築 が可能となることが示唆された．

Ⅳ． 文献

1） Fukui Y，Komada W，Yoshida K et al．Effect
of reinforcement with resin composite on
fracture strength of structurally compromised
roots ． Dental Materials Journal 2009;28:602–
609．

　各 支 築 の

O- たな 性 デ による 着性向上
着に す 果

○ 中あ さ， 　 ， 　 ， （ ）裕子， 立 広， 　 ， ，
中 ， 文
大 大学大学 歯学研究科ク ウ リッ 学分

Improvement of bonding property using a newly developed hydrophobic bonding material
The effect of adhesive enhancer on early dentin bond strength

Yamanaka A, Mine A, Higashi M, Yamada-tajiri Y, Yumitate M, Ban S, Hagino R, Nakatani H, Yatani H
Department of Fixed Prosthodontics, Osaka University Graduate School of Dentistry

Ⅰ． 目的

　 の歯科 床で 用されている歯科用 着 の

着性を向上さ ることにより，二次 歯 を

さらに することが可能となる．本研究では1ス ッ

着シス を応用した ー（ ）に

性の高い デ を用いる 2ス

ッ シス の 着性を評価検討した．

Ⅱ． 方法

　 ト 大 歯15本を最大 隆部で切 し，

を さ ， 研 にて 600まで研 し，被着

とした（大 大学歯学部 理

H30-E51）． を に3 に分け， 2ス

ッ デ BZF-29（以後BZF  ーシー），

対 としてG- （以後GPB， ーシー）

およびクリアフ ル 2（以後MB2，ク リ

デ ル）を ー ーの 示 りに 用した．次い

で， 着 理を行った被着 に 重合 ット

（クリアフ ルAP-X，ク リ デ ル）を

4 mmの高さまで2 mm 積 し，5方向から10
した．各 を24時 37 中に

した後， 着 と に1.0 mm 1.0 mmとなるよ

モ ッ ーで し， 着

（n 25）および 観察を行った．

Ⅲ． 結果と考察

　 着 さは，BZF が62.9 20.1 MPa，GPB が

29.0 12.6 MPa，MB2 が50.9 16.3 MPaであり，

BZF はGPB およびMB2 に対し有 に高い 着

さを示した（図1）． 観察の結果， と

デ の で している割合は，BZF が

0 ，GPB が8 ，MB2 が0 であり， ット

と デ の はBZF が0 ，GPB
が52 ，MB2 が4 であった（図2）．したがって，2ス

ッ 目に 性が高く， 的 の高い

デ を用いることにより ット と

デ の 着が増 された．さらに ール

デ ス ー とされているMB2よりも の割

合が さくなり，歯 が する が

48 を めた．以上のことから，1ス ッ 着シス

を応用した ーに 性の高い

デ を み合わ る たな2ス ッ 歯 理

によって との 着性が向上することが明らかと

なった．

（発 に して 者・被 者の同 を得た． 理

名 大 大学歯学部 理

， 11000078， 認 H30-E51）
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分 ー 装置による ル ー ル アと
歯の デーシ 評価

○ 子 ， 一 ，大 2 ， 　 ， 　 ， ，中 隆 ，
文

大 大学大学 歯学研究科顎口 能 学講座ク ウ リッ 学分 ，2

フ ス・ ー ス， 大 大学　歯科 生学科
Colorimetry of natural teeth and multi-layered zirconia crowns using a spectral imaging device

Konishi S1), Wakabayashi K1), Osumi M2), Wang Z1), Ji F1), Okamura S1), Nakamura T3), Yatani H1)

1)Depertment of Fixed Prosthodontics, Osaka University Graduate school of Dentistry, 2)Office color
science co., 3)Department of Oral Health Sciences, Otemae College

Ⅰ． 目的

　 ， ル アク ウ の有する 的な

を するため， デーシ を した高 性

ル ー ル ア ックが開発され，

での が されている. これまで，歯

装置 歯の に する研究が行われてきた

が，歯 部 切 部な の 定の を 測したも

のが く，歯 全体の の変化を 的に評価し

た研究は認められない. そこで本研究では，物体の

全体の 分布を 測することのできる分 ー

装置を用いて，フル ト ア ル アク ウ

および口 内の 歯の測 を行い  歯 部から

切 部 の の変化を比較した.

Ⅱ． 方法

CAD CAMにて高 性 ル ー ル

ア（Katana UTML Shade A2，ク リ デ

ル，以下UTML）および 同 ル ア（Lava Esthetic
Zirconia Shade A2，スリー ，以下 Lava）

の ックから上顎 中切歯のフル ト ア ル

アク ウ を した． ット （IPS
Natural Die Material Shade ND3）で した支 歯

とク ウ との に， アV5ト ーストの

ー ル を さ た後，分 ー 装置

を用い， および にて測 を行なった．さ

らに，上顎 中切歯に リ ス 着 ，歯科治療

のない 35 名を被 者とし， あるいは

の ウス ースを装着した状 で，1回 分

ー 装置で中切歯を測 した（図1）. 得られた

ル アおよび 歯のデー より，歯 部から切

部にかけてのL a b 値の変化， 性 ー

ー（TP）， ト スト比（CR）  分 率の変化を

比較した（図2）．L 値は フの 状と歯

との を るため， を 測し，得られた

STLデー から歯 と フ化したL 値を

比較した.

Ⅲ． 結果と考察

L 値は歯 部から中 部にかけて増加し，中 部

から切 部にかけて減少する上に の を示し

た．この の最大値の 置は，歯 における

の 状と していた．a ，b 値は  歯の

83 がUTML  Lavaと同じ 向を示した. 歯の歯

部と切 部のa  b 値の は，UTML  Lavaと比較

して大きかった.

TPとCRに しては， 歯は ル アよりもともに

高い値を示した．加 て  ル アでは歯 部から

の に比 して 性が増加するのに対し  

歯では切 部 で 性の増加率が大きかった.

　分 率は  す て 歯の歯 部 で500
600 nmの の が認められ  この の は歯

の と考 られた. ル アク ウ では同

の の は認められ ，歯 の が に す

は さいと考 られた.

　本実 より， 歯と ル ー ル ア

では  歯 部から切 部にかけての，a ，b 値の変化

量， 性および 性の変化率が異なり  より

歯に 似した 性を有する ル アク ウ を

するためには 歯 部の が高く， 性が中

部から切 部にかけてより増加する ル ア

ックが ましいと考 られた．

（発 に して 者・被 者の同 を得た． 理

名 大 大学大学 歯学研究科 理

， CRB5180007， 認 H30-E6）

図1 ル アク ウ び 歯の測

図2 分 ー 装置での測 デー
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ー ー 修 上で した ク フ ー
の 子発
　○ ，　平 理，　 理，　

北 大学大学 歯学 口 能 学

Gene expression of macrophage cultured on titanium surface-modified with carbon nanohorn

Kimura S, Hirata E, Takada S, Yokoyama A
Oral Functional Prosthodontics, Graduate School of Dental Medicine, Hokkaido University

Ⅰ． 目的

　 ー ー （CNHs）は， 素のみから構

される ー リアルであり，その物理的・生

物学的 性から生体 の応用が されてい

る． は，歯科口 におけるCNHsの生体

の応用を目的に研究を行い，これまでにCNHsを
着したPTFE膜をGBR法に応用し が され

ること1 ，さらにCNHsを した ク フ ー は

の の分化を すること2 を

している．

　本研究においては，CNHsをデ ル トの

修 に応用することを目的として に

CNHを修 し CNH Ti ，CNH Ti上で ク フ ー

を し， 子発 を解析するとともに 性

ト の 生に いて検 した．

　

Ⅱ． 方法

　Ti （厚さ1mm 9mm， 99.5 ，T I ）

に， ル シル化したCNHsを300V，180 の

下で 着し，CNH Tiを した（FIB-SEM観

察にて  Ti にCNHsが0.2 0.3 mの厚みで 着

していることを確認した）．

　 ウス ク フ ー （J774A-1）を

CNH TiおよびTi上に4.0 10 cell discとなるよ に

し， 24，72時 後にSEMおよびTEMによる観

察を行った．

　また  24時 後のJ774A-1から したRNAを

用いて ク ア 解析を行った. さらに  24
72時 後の 上 中の ト （TNF
IL-6  IL-10）をELISAによって測定した.

　

Ⅲ． 結果と考察

　SEM観察では， の はTi上では 平であっ

たが，CNH Ti上では 体のものが く観察され，

CNHsに した が認められた．CNHs TiのTEM
観察では， 内に少量のCNHsが観察された．

　 ク ア によるGene Ontology解析において

は，Tiと比較してCNH Tiにおける ク フ ー の

DNAの ，修 ならびに に する 子が

down regulateされていた．

　 3 後の ト 発 量に いては，

CNH TiのTNF とIL-6は，Tiと比較して有 に

く，IL-10は， 者の に有 を認めなかった．

TNF とIL-6は，M1 ク フ ー が分 する

性 ト であり， の 子であること

が されている．一方，IL-10はM2 ク フ ー

による 性 ト として られている．

　以上のことから，Ti のCNHsは，DNAの ，修

ならびに を し， 応に を る

ことが示唆された．

　

Ⅳ． 文献

1） Kasai T, Yudasaka M, Yokoyama A, et al.:
Carbon nanohorns accelerate bone regeneration
in rat calvarial bone defect. Nanotechnology,
2011,22,065102-065110

2） Hirata E, Yudasaka M, Yokoyama A, et al.:
Carbon nanohorns allow acceleration of
osteoblast differentiation via macrophage
activation. Nanoscale,2016,8,14514-14522
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ス ー ー によるソ ット リ ーシ 果

　○大 友 　　 ，　 　　

2 ，　高 一 　　

　 大 歯科大学高齢者歯科学講座，　

2 支部

Effect of socket preservation by carbon dioxide laser irradiation

Daigo Y1), Fukuoka H2), Takahashi K1)

1)Department of Geriatric Dentistry, Osaka Dental University, 2)Kyushu Branch

Ⅰ． 目的

　 歯を行 と高い確率で歯 の 下を く．そ

れにより，歯 の状 が に たれ ，咬合

装置を にわたり 持・ 能さ ることが

となる．そのため， 歯 の治 の を図り

，歯 を可 的に するとい ソ ット リ

ーシ の考 方が重要である． では 歯

に ー ス を し

た方法が主 であるが， 歯 の に

， に置 するのに を要する， し

た が 全に に置 しない， 物 が原

のまま する等の が少なから ある．

　 ， なソ ット リ ーシ に くために

要 可 とされるのが 歯 からの 分な

とその の 持を確実に行 ことである．これ

を可能にしたのが 歯後の ー ー による方法

である．これにより， 歯 内の確実な の 持と

治 の が でき，さらに歯 の が

最 になるとい 床 を にした歯科 は少

なくない．しかし，これまで 歯後の ー ー に

よる 的研究 が と なかったため， 果に

対する 疑的な が 常に い．

　本研究では 歯後の ス ー ー による

治 に対するソ ット リ ーシ 果を解

明するために 理 学的および 測学的解

析を行った1 2 3 ．

　

Ⅱ． 方法

実 物 生後5 齢のWistar 性 ットを用いた．

ットは対 として ー ー 以下，

，実 として ー ー 以下， ー ー

とした． 観察 歯後3，5，7，10および21
目 実 方法 ト ル ール トリウ を

内 後，可 的に歯 を しないよ に

ット上顎 一 歯を した． 歯 後に

を 歯 まで たしたのち， では

にて圧 を行い， ー ー では圧

を行わ に高 力 ー ー 以下，HILT を行っ

た． 歯 には 下にて2 ともに ア トール

による を行い，さらに ー ー では 力 ー

ー 以下，PBMT を行い とした. 

用した ー ー装置は ス ー ー

PanalasCO5 ， ソ ック クト クス を

用した .HILT 歯 の と の

を目的に 用する 1.0W， ，30 ，約

152J cm2 ．PBMT の 化を目的に 用す

る． 1.0w， モー ，15 ，約40J cm2 ． 解析方

法 理 本 H-E を し， 一 歯の

歯 を対 に 理 学的検 および

測学的検 3 目，BV TV 7 目，

歯 の高さ 21 目 を行った．

　

Ⅲ． 結果と考察

と比較して ー ー において， の

生 と の ，さらに 歯 からの

状の 生 構 を認めた．その結果，歯 は

有 に高く され， 歯 粘膜の も と な

かった「図」．以上より， 歯後のHILTとPBMTの

により 治 の と歯 の高さの 持とい

ソ ット リ ーシ 果が示唆された．

　

Ⅳ． 文献

1） Daigo Y, Daigo E, Hasegawa A,et al. Utility of
High Intensity Laser Therapy Combined with
Photobiomodulation Therapy for Socket
Preservation After Tooth Extraction.
Photobiomodul Photomed Laser Surg. 2020.38
(2).75-83.

2） 大 友 ,大 里 , , . ス

ー ーによるソ ット リ ーシ の確立.
BIO Clinica.2019.34(8).60-66.

3） 大 友 , 大 里 , , . 歯後の

ス ー ー によるソ ット リ ー

シ 果. 本 ー ー 学 . 2019. 40
(1).36-44.

　

（ 理 名 大 歯科大学 物実

， 11001113， 認 18-01008）

　

歯 の 生 の

O-2

─ 108 ─

日補綴会誌　12・129 回特別号，2020eポスター
一般口演発表



分化 による ク 歯 生能
の検討
○ 大 ， ，大 ， 藤 ， 　 ， 行

本大学歯学部歯科 学 Ⅱ講座

Regeneration of periodontal furcation defects by transplantation of mature adipocyte-derived
dedifferentiated fat (DFAT) cells.
Akita D, Tsukimura N, Okubo T, Saito S, Fukuda M, Shimizu N
Department of Partial Denture Prosthodontics, Nihon University School of Dentistry

Ⅰ． 目的

　 を けた ・ に対して 能回 を目 す

生 学は， ， 的に発 し，歯科 にお

いてもその有用性が着目されている．

　 本大学では を 井 することに

より得られる 分化 （DFAT）が，高い増 能

と 分化能を有し， な 物 モデルに対して

くの 果があることを してきた（PCT
JP2004 007322）1 ．

　また はこれまでに， ット下顎 に した歯

部にDFATを した に，歯 の

生を することを してきた（PCT JP2014
064633）2  3 が，大 物モデルにおける 床的な 生

能に する はない．

　そこで本研究では， ク （MMP）歯

モデルにおける DFAT の有 性と 全性を

検討した．

Ⅱ． 方法

5 のMMP 下 を1g し，DFATを

した（図）．

　下顎 2 歯部 の歯 分 部に約

5㎜ 4㎜ さ3㎜の歯 を 科的に

後にシリ ー で し，歯 モデルを

した4 ．4 後に を し， にDFAT
（1.5x106cells） ー 合体を し（DFAT

），対 には ー のみを した（Control
）．

　 12 後に顎 を し，対 歯を 床的，

学的， 学的に評価した．同時に 部

および主要 の の有 から生体 全性

を検討した．

Ⅲ． 結果と考察

DFAT ・Control に歯 ットの とア ッ

ト ルの が認められた．X CTでは

Control に比 ，DFAT で の 生が認めら

れた． 学的には，DFAT において分 部内に

ト ・歯 の とその に ー

の 生が認められたが，Control では ト

が認められた．なお， 部 および主要

に な の は認められなかった．

　以上の結果からDFATは歯 の 生を

し，治療用 として有用であることが示唆された．

Ⅳ． 文献

1） Matsumoto T, Kano K, et al., Mature adipocyte-
derived dedifferentiated fat cells exhibit
multilineage potential. J Cell physiol 2008;215:
210-22.

2） Kaku M, Akita D, Nishimura M, et al., Cell-
based bone regeneration for alveolar ridge
augmentation - Cell source, endogenous cell
recruitment and immunomodulatory function. J
Prosthodont Res 2015;59: 96-112.

3） Akita D, Tsukimura N, Matsumoto T, et al., Use
of rat mature adipocyte-derived dedifferentiated
fat cells as a cell source for periodontal tissue
regeneration. Front Physiol 2016;7:50.

4） Yang JR, Hsu CW, et al., Transplantation of
embryonic stem cells improves the regeneration
of periodontal furcation defects in a porcine
model. J Clin Periodontol 2013;40:364-71.

（ 理 名 本大学 学部 物実

， 11000585， 認 AP15M022）
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研 による デ スクの生物学的 性の 下とUV 理

による回
　○大 　　 ，　 　　 ，　大 二　　 ，　 大 　　 ，　 藤 　　 ，　藤本 　　 ，　 川隆広　　

2

　 本大学歯学部 部床義歯科，　

2 リフ ル ア大学 ルス ワ ト ー ー

UV treatment restores degraded bioactivity of titanium after polishing

Okubo T1), Tsukimura N1), Ohtani K1), Akita D1), Saito S1), Fujimito T1), Ogawa T2)

1)Department of Partial Denture Prosthodontics, Nihon University School of Dentistry, 2)Weintraub Center
for Reconstructive Biotechnology and Division of Advanced Prosthodontics, UCLA School of Dentistry

Ⅰ． 目的

　歯科用 トは，生体において上 を し

ている構 物である． トが にわたる

定のためには， を口 内 から るための

による が 要になる．本研究では， ア ッ

ト ト において されるシリ ー トとの

に着目した．本研究の 一の目的は，シリ ー

トが することによる デ スク上の化学的

の の有 ，そして化学的 があった場合

には，その生物学的 を明らかにする．さらに 二

の目的は，化学的 があった場合，その後

による 理を行 ことによって，化学的および生物学

的 があるか かを検 した．

　

Ⅱ． 方法

　 デ スクを3 にわけた． 研 を した

（MA），シリ ー ト（SHOFU inc，Kyoto，

Japan）で研 した （Po），Po にUV 置を した

（UV）を用 した．UV 理はUV装置（Ushio，Tokyo，

Japan）で12分 行った．全ての ルは した

後に 用した．SEM（Scannig Electronic Microscope）
を用いて デ スクの 状を評価した．XPS
（X-ray Photoelectron Spectroscopy）を用いて 元

素分析を行った． ト口 上 を デ スク上

に し， 着 ， の を測定した． ト

口 上 を した デ スクをシェ ー

にて5分 を加 ， った を測定すること

により 着を評価した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　SEMによる 観察においてMAでは等 の平

行な 構 を確認した．PoとUVにおいては 一の構

は認められ ， 定 の 子 を確認した．

XPSのス クトルでは，Poにおいて 素の ークが上

昇していた．図に示すよ に，ス クトルをもとに各

分元素を定量したとこ ，Poの 素量はMAに比 有

に高く，UVの 素量はMA，Poよりも減少した．

素はPoのみで検 されMA，UVでは検 されなかっ

た．6時 後の はPoではMAよりも さく，

起の も明らかでなかった．UVの はPoに比

大きく広がり，MAと同等以上の大きさであった．ま

た， 起の も確認された．この 向は24時

後でも認められ，その 異はより 著になった．

着はMAに比 ，Poでは有 に 下した．

理により 着は増 し，UVはMAよりも大きな値

を示した．

　以上の結果から研 用シリ ー トと す

ることにより， デ スク には構 的，化学的

な変化が生じる．この結果 ト口 上 との生物

学的 性が に 下した． により，

下した生物学的 性は回 することが示唆された．

　

Ⅳ． 文献

1） Aita H, Hori N, Takeuchi M, et al. The effect of
ultraviolet functionalization of titanium on
integration with bone. Biomaterials 2009; 30,
1015-1025.

2） Att W, Ogawa T. Biological aging of implant
surfaces and their restoration with ultraviolet
light treatment: a novel understanding of
osseointegration. Int J Oral Maxillofac Implants
2012; 27, 753-761.

3） Okubo T, Tsukimura N, Ogawa T, et al.
Ultraviolet treatment restores bioactivity of
titanium mesh plate degraded by contact with
medical gloves. J Oral Sci 2018; 60(4), 567-573.
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ト 囲に 起される高 発 BRONJ 変

モデルの と 解析
　○井上 　　 ，　 本 生　　

2 ，　 一 　　 ，　 藤友 　　 ，　内 　　 ，　 　隆　　

　 大学大学 歯 学 合研究科口 ト学分 ，　

2 大学歯学部歯科
学講座，　 大学生 科学 口 ト学分
Creation and pathological analyses of high-prevalence BRONJ-like lesions around implants in rat maxillae

Inoue M1), Matsumoto C2), Kuroshima S3), Uto Y3), Uchida Y1), Sawase T3)

1)Department of Applied Prosthodontics, Guraduate School of Biomedical Sciences,Nagasaki University, 2)

Department of Prosthodontics, School of Dentistry,Ohu University, 3)Department of Applied
Prosthodontics, Institute of Biomedical Sciences,Nagasaki University

Ⅰ． 目的

　BP 顎 （BRONJ）は， スフ スフ

ート（BP） 用 者に対して 的な 置を行

ことでし し 起される 治性の で

ある．BRONJは 者の口 QOLを著しく 下すること

から確実な治療が まれているが，その ， ，

治療法は でも明らかになっていない．それ こ

か2015 には，BRONJの発 として ト

治療が まれるよ になり1）， 床 場ではますます

となっている．

　 ト治療に するBRONJの 床 は

増加しているが， 研究が全く行われておら

， ト 囲に 起されるBRONJ 変モデル

の開発が行われていないことに起 してその と

は 明で，治療法もない．

　そこで本研究では，BRONJの リスク 子である

ス をBP と 用し， ト 囲に高

で発 するBRONJ 変モデルを して

を解析することを目的とした．

　

Ⅱ． 方法

1． ト 囲BRONJモデル ットの

　8 齢の 性Wistar ットを 用した（n 56）．上顎

1大 歯を 歯して4 後から15 にわたり

を行い，4 に分けた．すなわち，生理

（VC，n 14）， 口BP であるア

ート （ALN，n 14），ス であるデ

（DEX，n 14），ならびに，

ALNとDEXの 用 （ALN DEX，n 14）とし

た． 開 12 後， 歯部 に 当する上

顎 1大 歯部に，当講座が開発 みの ット用

トを した2 ． ト 2 後に

ットを して上顎 と を した．

2．各 解析

　 時の口 内 による 的観察と 部の開

状 ， ク CT による3次元的構 解析，な

らびに各 による 学的解析を行

い， ト 囲 における治 の状 を

定量的に 定した. なお， に対しては， ク

CT による3次元的構 解析と ト シリ ・

による 学的解析を行った．

　

Ⅲ． 結果と考察

　ALN はVCよりも 量と が

有 に増大し，DEX はVCよりもこれらが

有 に減少していた．一方，ALN DEX 用

はDEXによる 量減少をALNが回 さ ており，

は全て 果を示すことが確認された．

　次に， ト 3 後における

ト 囲 の状 を解析した． 的 か

ら，VCとALNの 者で ト 囲 に 開

等の異常 は全く認められなかった．一方DEXで

は，一部の ト 囲 に 開と が

起こり，ALN DEXでは全ての ト 囲

が大きく 開して有 な 積の増大を認め

た．また3次元的構 解析では，DEXがVC ALNと

比較して 構 が有 に 化し，ALNはVCと比

較して 量 性を有 に上昇することが分かっ

た．さらにALN DEXでは，DEXによる 構 化を

ALNが有 に回 しているよ に たが，各

から得られた定量解析結果では，ALN DEXで

は生きている と が有 に減少し，

と の が有 に増加していたことに加 ，著し

い 性 が起こっていて，顎 の

理 を していた．

　以上から，本研究で開発された高 発

ト 囲BRONJ 変モデルは， と の

解明に大きく 献できることが考 られた．

　

Ⅳ． 文献

1） Fliefel R, Tröltzsch M, Kühnisch J, et al.
Treatment Strategies and Outcomes of
Bisphosphonate-Related Osteonecrosis of the
Jaw (BRONJ) With Characterization of Patients:
A Systematic Review. Int J Oral Maxillofac Surg.
2015; 44(5):568-585.

2） Uto Y, Kuroshima S, Nakano T, et al. Effects of
mechanical repetitive load on bone quality
around implants in rat maxillae. PLoS ONE.
2017; 12(12):e0189893.

　

（ 理 名 大学 物実 ，

160830-1-3， 認 1609211341-3）
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義歯床用 および シア ト に され
る 生物 の 性の比較
　○ 裕一　　 ，　 　正大　　 ，　 井 　　

2 ，　 原和 　　 ，　上 　　

　 歯科大学 歯科 学講座，　

2 支部，　 歯科大学 生物学講座

Comparison of diversity of microbiome organized on surface of denture base materials and hydroxyapatite

Nezu Y1), Ryu M1), Tamai H2), Ishihara K3), Ueda T1)

1)Department of Removable Prosthodontics and Gerodontology, Tokyo Dental College, 2)Nishi-Kanto
Branch, 3)Department of Microbiology, Tokyo Dental College

Ⅰ． 目的

　口 内 生物の一部は  歯  義歯性口内

な の原 となるのみなら  高齢者における

性 な の全 にも している1 . 口 がこ

のよ な のリ ー ーとならないため  口

により をリスクの い状 に 持する 要があ

る. 高齢者で 用率の高い義歯は  その が

分であると  性 の原 となる のリ ー

ーとなる可能性がある. そのため義歯 の

着の に いての研究が行われてきている.

　義歯床用の としては  アクリル な の有

ルトク 合 な の が一 的

に用いられているが  これらに されている

に いての解析は  まで PCRを用いた一

部の に いてのみ行われており  を

的に解析した研究は と 行われていない. 

性 の となり る は し  そのリス

クを評価するためには  その となり る を

的に解析する 要がある. 回 は  義歯装着

によって口 が ける に いて検討する

ことを目的とし  の構 を 的に解析できる

16S rRNA coding region の sequencing による ク

ー 解析に着目し  各 床用 に 着し

た 生物 を比較した.

　

Ⅱ． 方法

　被 者は 歯のない 常有歯顎者13名とし  

を 着さ た口 内ア ア スを被 者に

装着さ  上に された 生物 を解析し

た. はPMMA 以下 PMMA  ルトク

合 以下 Co-Cr  シア ト 以

下 HA の3 の とし  5mm  厚さ2mmの

状デ スクに した. 被 者に各 を

に 着さ た口 内ア ア スを  時と

ッシ 時を き48時 装着さ た. 装着 は被

者 とに に設定し  装着 に の

は 一さ  3 以上 けて行った. また  3 の

の装着 後  時 を した.

　装着 後  を回 し  vortexにより

上の 生物を したものをPMMA  Co-Cr  HA
の ルとした. また  ト ールとして 時

を した. 4 の ルから 生物のDNAを

した後  PCRによる16s rRNA gene V3-V4 を増

幅し  Miseqを用いて を解析し  これを に

各 上 の Operational Taxonomic Unit 以

下 OTU を 定した. 解析は  各 の の

性の比較は  Kruskal-Wallis検定を用いて行っ

た. また  各 の のcommunity structure の比

較は  PCoA解析後 PERMANOVAにより行い  それ

れの の で 的な の検 はLEfSe解
析により行った 0.05 .

　

Ⅲ． 結果と考察

　Sequenceにより得られたリー は1 ルあたり

平均97005 91523であり  328OTUが認められた. 

ト ールとして用いた 中の は の

に比 くの 性を有し  も異なってい

た. それ れの に された では

Co-Crの 性がHAよりも有 に くなっていた

が  の は の においても主要な

は  Streptococcus  Neisseria  Veillonella
Haemophilus  Rothiaであり  性は異なっている

にもかかわら 変化が認められなかった.LEfSe解析

を行 と  HAとPMMA では  Stenotrophomonas が
HA に 比 PMMA で く  Actinomyces
Granulicatella  Mitsuokella  Scordovia
Corynebacteriumな の がHAで くなっていた.

の での比較では 的なものは認められな

かった. これらの結果は の いによって され

る は全体的に と 異なら  minorな の

みが変化していることが示された.

　本研究結果により  義歯の の いがあってもそ

こに される は 似していることが明らかに

なった. この結果は  義歯の装着によって の 着

可能な部 が増 るため 量の上昇が 測される

が 　 の構 には が少ないことを示唆して

いる.
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な の原 となるのみなら  高齢者における

性 な の全 にも している1 . 口 がこ

のよ な のリ ー ーとならないため  口

により をリスクの い状 に 持する 要があ

る. 高齢者で 用率の高い義歯は  その が

分であると  性 の原 となる のリ ー

ーとなる可能性がある. そのため義歯 の

着の に いての研究が行われてきている.

　義歯床用の としては  アクリル な の有

ルトク 合 な の が一 的

に用いられているが  これらに されている

に いての解析は  まで PCRを用いた一

部の に いてのみ行われており  を

的に解析した研究は と 行われていない. 

性 の となり る は し  そのリス

クを評価するためには  その となり る を

的に解析する 要がある. 回 は  義歯装着

によって口 が ける に いて検討する

ことを目的とし  の構 を 的に解析できる

16S rRNA coding region の sequencing による ク

ー 解析に着目し  各 床用 に 着し

た 生物 を比較した.

　

Ⅱ． 方法

　被 者は 歯のない 常有歯顎者13名とし  
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は 一さ  3 以上 けて行った. また  3 の
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た. また  各 の のcommunity structure の比
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れの の で 的な の検 はLEfSe解
析により行った 0.05 .

　

Ⅲ． 結果と考察
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平均97005 91523であり  328OTUが認められた. 

ト ールとして用いた 中の は の

に比 くの 性を有し  も異なってい

た. それ れの に された では

Co-Crの 性がHAよりも有 に くなっていた

が  の は の においても主要な

は  Streptococcus  Neisseria  Veillonella
Haemophilus  Rothiaであり  性は異なっている

にもかかわら 変化が認められなかった.LEfSe解析

を行 と  HAとPMMA では  Stenotrophomonas が
HA に 比 PMMA で く  Actinomyces
Granulicatella  Mitsuokella  Scordovia
Corynebacteriumな の がHAで くなっていた.

の での比較では 的なものは認められな

かった. これらの結果は の いによって され

る は全体的に と 異なら  minorな の

みが変化していることが示された.

　本研究結果により  義歯の の いがあってもそ

こに される は 似していることが明らかに

なった. この結果は  義歯の装着によって の 着

可能な部 が増 るため 量の上昇が 測される

が 　 の構 には が少ないことを示唆して

いる.
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Study on bubble content of various resins used for direct method
-Part 2 -
Hashimoto K1), Naitoh M2), Abe T1), Sakuma S1), Araki A1), Takeichi T1), Takebe J1,3)

1)Dept. of Fixde Prosthodontics, Aichi-Gakuin Univ., School of Dentistry, 2)Dept. of Oral and Maxilofacial
Radiology, Aichi-Gakuin Univ., School of Dentistry, 3)Dept. of Removable Prosthodontics, Aichi-Gakuin
Univ., School of Dentistry

Ⅰ． 目的

　歯科 床では ェ での ル スト

ーシ の ，義歯の修理 リ 等，

常 重合 重合 を 法で用いるこ

とが 常的に行われている．それ れの の本

持 実 で得られる 性に いては検討されてい

る1 ものの， 床応用時には ，その の

物 の が考 られ，理想的な物性を得ることは

できない．

　また， ル スト ーシ を にわたっ

て 用する場合 ，義歯の修理・リ 等では

的な 用による被着体の 化 等による 着

の 化も考 られる．

　このよ に，実 の 床応用時の歯科 の物性を

検討することは重要であるため，常 重合 の内

部構 を ク CTを用いて で 測し，内

する の体積 を 測する方法を考 し し

た2 ． 回は， 床における常 重合 の一

とするため， の を増 して 測し検討し

た．

　

Ⅱ． 方法

　常 重合 である フ ストト ッ ， フ

ストⅢ（ ーシー， ）， ス（ ， ）

を 積み法で 和し重合さ たたもの，およびリ

用 であるトク リ ース（トク デ ル，

）を 和し重合さ たものを 用した．

　 の大きさは 12mm， さ7mmの で，

の はそれ れ6 である．

　これらの を， 実 物用3D ク X
CT　CosmoScan GX（リ ク， ）を用いて， 圧

90KV， 88 A，有 25 21mm， ク

ル1 49 mで した．

　 力されたデー は 理ソフトImage J 1.52hを

用して 中 部の8 8 2.5 mmを3D に構

築するとともに，内 された の ，体積を 測し

た．得られた結果はSPSS Statistics 20（IBM）を用い

て2元 置分散分析で 解析し比較した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　 理ソフトImage Jによる3D の を図に示

す．図中 方は各 8 8 2.5 mmである．図中 か

ら， フ ストト ッ ， フ ストⅢ，

ス，トク リ ースである．それ れの に内 す

る が目 できる．

　また，それ れの に 有する の体積を

測したとこ ， フ ストト ッ は平均0.732mm3

（ SD 0.286 ） ， フ ス ト Ⅲ は 平 均 0.984 mm3

（SD 0.273）， スは平均0.280 mm3（SD 0.

136），トク リ ースは平均0.108 mm3（SD 0.078）

であった．また，分散分析の結果， スと

フ ストト ッ ， フ ストⅢ，トク リ ースと

フ ストト ッ ， フ ストⅢの に有 が認めら

れた（p 0.05）．

　これらのことより，各 常 重合 を ク CT
で観察することにより，内 する の観察が可能と

なり，また，その 有率等の解析が可能であることが

明らかとなった．この結果により，各 常 重合

の 床応用に しては，それ れの の 性を考

して 用することが ましいと示唆された．

　また，この方法は の を わな に測定でき

るため， 床応用時の の 時的な観察が可能で

あり， 後は 床における観察も みる 定である．
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Ⅰ． 目的

　口 内 生物の一部は  歯  義歯性口内

な の原 となるのみなら  高齢者における

性 な の全 にも している1 . 口 がこ

のよ な のリ ー ーとならないため  口

により をリスクの い状 に 持する 要があ

る. 高齢者で 用率の高い義歯は  その が

分であると  性 の原 となる のリ ー

ーとなる可能性がある. そのため義歯 の

着の に いての研究が行われてきている.

　義歯床用の としては  アクリル な の有

ルトク 合 な の が一 的

に用いられているが  これらに されている

に いての解析は  まで PCRを用いた一

部の に いてのみ行われており  を

的に解析した研究は と 行われていない. 

性 の となり る は し  そのリス

クを評価するためには  その となり る を

的に解析する 要がある. 回 は  義歯装着

によって口 が ける に いて検討する

ことを目的とし  の構 を 的に解析できる

16S rRNA coding region の sequencing による ク

ー 解析に着目し  各 床用 に 着し

た 生物 を比較した.

　

Ⅱ． 方法

　被 者は 歯のない 常有歯顎者13名とし  

を 着さ た口 内ア ア スを被 者に

装着さ  上に された 生物 を解析し

た. はPMMA 以下 PMMA  ルトク

合 以下 Co-Cr  シア ト 以

下 HA の3 の とし  5mm  厚さ2mmの

状デ スクに した. 被 者に各 を

に 着さ た口 内ア ア スを  時と

ッシ 時を き48時 装着さ た. 装着 は被

者 とに に設定し  装着 に の

は 一さ  3 以上 けて行った. また  3 の

の装着 後  時 を した.

　装着 後  を回 し  vortexにより

上の 生物を したものをPMMA  Co-Cr  HA
の ルとした. また  ト ールとして 時

を した. 4 の ルから 生物のDNAを

した後  PCRによる16s rRNA gene V3-V4 を増

幅し  Miseqを用いて を解析し  これを に

各 上 の Operational Taxonomic Unit 以

下 OTU を 定した. 解析は  各 の の

性の比較は  Kruskal-Wallis検定を用いて行っ

た. また  各 の のcommunity structure の比

較は  PCoA解析後 PERMANOVAにより行い  それ

れの の で 的な の検 はLEfSe解
析により行った 0.05 .

　

Ⅲ． 結果と考察

　Sequenceにより得られたリー は1 ルあたり

平均97005 91523であり  328OTUが認められた. 

ト ールとして用いた 中の は の

に比 くの 性を有し  も異なってい

た. それ れの に された では

Co-Crの 性がHAよりも有 に くなっていた

が  の は の においても主要な

は  Streptococcus  Neisseria  Veillonella
Haemophilus  Rothiaであり  性は異なっている

にもかかわら 変化が認められなかった.LEfSe解析

を行 と  HAとPMMA では  Stenotrophomonas が
HA に 比 PMMA で く  Actinomyces
Granulicatella  Mitsuokella  Scordovia
Corynebacteriumな の がHAで くなっていた.

の での比較では 的なものは認められな

かった. これらの結果は の いによって され

る は全体的に と 異なら  minorな の

みが変化していることが示された.

　本研究結果により  義歯の の いがあってもそ

こに される は 似していることが明らかに

なった. この結果は  義歯の装着によって の 着

可能な部 が増 るため 量の上昇が 測される

が 　 の構 には が少ないことを示唆して

いる.
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分極 理による高次構 アの 性の

　○ 　　 ，　 　　 ，　三原 　　 ，　 　 一 　　 ，　三 　　 ，　大原　 　　

2

　 科歯科大学大学 歯学 合研究科 能 学分 ，　

2 大 大学 合科学研
究
Enhancement of photocatalytic activity of highly-oriented TiO2 through electrical polarization process

Nozaki K1), Kowaka Y1), Mihara T1), Hayashi K1), Miura H1), Ohara S2)

1)Department of Fixed Prosthodontics, Graduate School of Medical and Dental Sciences, Tokyo Medical
and Dental University (TMDU), 2)Joining and Welding Research Institute, Osaka University

Ⅰ． 目的

　 ア（TiO2）は，歯科用 ワ ト ，義歯

，歯科用 トの ー として

用されている． アは， により 起

される 子および正 が， の 応を き起こすこ

とが されている．しかしながら， 起した 子と正

は結 内において ちに 結合し，その 性の

下が とされている．

　 は， 性の向上を目的に， アの結

方 の を み， 001 が有 に した高次

構 アの合 に している．高次構

を することにより， 中における 性 素 の

生 量が され，その 性も向上することを

した．

　また， アは結 構 内に 素 を有してお

り， 一 本原理に いたシ ーシ による

と，結 内または結 における 素 の

が， 結合時 に することが されている．

　そこで本研究では，高次構 アの高

能化のため 分極 理による 素 の

を み，その 性を評価した．

　

Ⅱ． 方法

　高次構 アの のため， フル

ア モ ウ を にて 解後，

ト シ を 下し，F Tiモル比が1.0になるよ に

合した． 合 を180 6時 合 し，得られ

た結 を および ールを用いて し，

結 を行った．得られた 体は，X 回 （XRD）

測定，フーリ 変 分 （FTIR）測定，

分 （UV-vis）による 率測定，

子 （TEM）による 観察を行った．

　次に， 体をアル リ に に し，

を用いて 極を した． した を300 に

加 し， を，0，10，100，200，300V mmで

加した． を まで 却後， を に

し， 600 まで加 した．加 による 極子

モー トの 和を評価する に， 分極

測定（TSDC）を行った．

　次に，上 と同 に を した 体

を10mg mLになるよ に 中に分散さ た．なお，

分極 理による を明らかにするために，

理後の をXRD，FTIR，UV-visにて ク リ

ーシ を行った．0.3mMの ルー

に， ア 体が1mg mLになるよ 和し，

（365nm）を4時 した． 後，

ルー を回 し，630nmでの を測定した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　XRD測定より，す ての ークはア ー

アに一 した．また，FTIR測定より，Ti-O-Ti，OH
に する ークが認められた．また，TEM より

した アは シート構 を有し，約30nmで

あった．各 にて 分極 理した は，す

てア ー の アで， 能 および

ッ ル ーに変化は認められなかっ

た．

　TSDC測定より， の ークが認められ， に100，

200，300V mmで 理した では，約60 および

200 300 にかけて の ークが認められた．0，

10V mmで 分極 理した は， から

300 にかけて ークは認められなかった．このこと

は，結 内での 極子モー トを する リア

は 一でないことが示唆される．

　また， ルー の 後の

を 測したとこ ，い れの でも の 下が

認められたが，100V mmで 理した が最も 素

を分解していた．このことは， 分極 理による

アの 性の高 能化が可能であることが

示唆される．しかしながら， 極子モー トの リア

が あることから， 素 以 の の検討

が 要である．
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アクリル に対する ル ース フ ーの応用

　○ 原　 　　 ，　 　　 ，　大 　　 ，　 宮一 　　

2 ，　二 　　 ，　 本 　　

2

　 川歯科大学大学 歯学研究科 口 合 療学講座 ・ ト学 ，　

2 川
歯科大学 科，　 川歯科大学大学 口 科学講座クリ ル・ リア
ル学分
Application of cellulose nanofiber against acrylic resin

Sakakibara J1), Kumasaka T1), Ohno A1), Seimiya K2), Nihei T3), Kimoto K1,2)

1)Department of Oral Interdisciplinary Medicine (OIM) (Prosthodontics & Oral Implantology), Graduate
School of Dentistry Kanagawa Dental University, 2)Technical Department, Kanagawa Dental College
Hospital, 3)Division of Clinical Biomaterials, Department of Oral Science, Kanagawa Dental University

Ⅰ． 目的

　 高齢 を た が では  歯の が 可

能となり 歯に った後は  義歯による 部の

置が主 である. 義歯 はアクリル が 用

されているが  性が と比 て り  性も

有するため な の 床的 も著しい. しかしな

がら  までの との 合いでアクリル

は加 が な であり  も 価でもあ

ることから  用され けている.

　 は  は りでアクリル 体

の を向上さ ることが 要であると考  の

性 に 目した. まで ー

スな の各 性 での もある1） が  

である ル ース フ ー（以下CNF）を

アクリル に 加さ 的 を向上するか検

討した．

　本研究では  CNF の 加したアクリル の物性

を検討した．

　

Ⅱ． 方法

a. CNFの 理

　CNF を 0.5 g  1 g  3 gを し  ク を

CNF の 量に対して 10 wt  加し さ  ス

リー を した. ス リー を 25 ml とアクリル

の MMA  25 ml を 和しア ト が 発する

まで さ た. なお  ト ール は CNF を ま

ないアクリル とした. は厚さ 1 mm  幅 3
mm  さ 25 mm の大きさとし  研 （ 600
1 000  1 500）により研 を行った.

b. ー ル 後の 3 による比較

　5  および 55  の各 中に 40 した

ー ル クル を 5 000 回行った後  

上 （EZ Test  shimadzu）を用いて  支

 15 mm  ク ス ッ ス ー  1 mm minでそれ

れ 3 を行い ー ル 後で弾性率

の比較検討を行った.

c. 

　 をデシ ー ー内で さ 量になったこと

を確認し  その重量を 子 にて測定し

重量とした. いて  を 中に し 1  3
7  14  28  60 び 90 後にその重量を測定し

た.

d. 的粘弾性

　CNF を 加したアクリル の を厚さ1
mm  幅 5 mm  さ 10 mm の大きさとし Rheogel-
E2500（UBM ）を用いて 1 Hz  2 min で150

まで加 し  弾性率（E ）  および 正

（tan ）を測定した.

e. 理

　 得 ら れ た 値 は  一 元 置 分 散 分 析 お よ び

Bonferroni test による 重比較検定を行った.

　

Ⅲ． 結果と考察

　3 さは  CNF 1 g 加したアクリル は

ト ールと比 て 30  の弾性率の向上を示した.

量ではす ての で著明に増加し  を示

し  7 後には 平 な値に した.また 粘弾

性は  CNF 加 の E  は ト ールと比 い値

を示し  tan  は ーク が の 行を示し

た.

以上の結果から  アクリル に 加する CNFの

加量は 1 g が適正であると示唆されたと同時に  重

合モ ーにより に 行したと考 る.

　 後は CNF を 加した 性状の比較を行い  ア

クリル 内の CNF の分散性の評価を行っていく

定である.

　

Ⅳ． 文献

1） Sakoh M, Kaida T, Kuroiwa A et al. Effect of
Various Reinforcing Materials for Resin Denture
Base. Prosthodont Soc 2004; 48: 592-601.
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化 ルシウ の を応用した ア ト三次元
体の

○ 中 2 ， 　

大学歯学 口 能修 学講座ク ウ リッ 学分 ，2 大学歯学 口
能修 学講座生体 学分

Fabrication of 3-dimensional interconnected porous carbonate apatite block by utilizing the expansion of
calcium oxide.
Tanaka K1,2), Koyano K1)

1)Department of Fixed Prosthodontics, Division of Oral Rehabilitation, Kyushu University Faculty of
Dental Science, 2)Department of Biomaterials, Division of Oral Rehabilitation, Kyushu University Faculty
of Dental Science

Ⅰ． 目的

　 ア トは の主 分であり， れた

性， 置 性を有することから

として ト 治療にも 用されている1 ．

床 用されている ア ト は

で，大きな の は であるため， ッ

ク の ア ト の開発が められ

ている．一方で， 置 は からしか 行しな

いため， ア ト ック体の 置 に時 が

かかることが 想される． な 置 を するた

めには 内部 の の が 要

であり， ック中に 構 を有することが重

要となる2 ．そこで，本研究では 化 ルシウ の 和

を 用して した ルシウ 体を

体として ア ト 体の を み

た．得られた ア ト 体に いて物性評価

および 物実 による 生 評価を行った．

Ⅱ． 方法

300–600 mの 化 ルシウ を 6 mm 3
mmの に最大 量に対して90 となるよ に

を し，上下をス スで した．25 ，

100 ，CO2 下で7 置して ック体を

得た． した ック体を0.2 mol Lのリ 素二

トリウ に し，80 で28 応した．

応後の 体の 性状，内部構 および

をそれ れ 子 （SEM）， CTおよび

X 回 （XRD）により評価した． 体の

的 は 能 を用いて 測した．またウ

大 にト フ ーにて 6 mmx3 mmの

を し， した ア ト 体と対 と

して ア ト 体を し， 4，8 後

の 生 を 学的検 により評価した．

Ⅲ． 結果と考察

SEM観察により，得られた ック体 では

同 が 結し， 結した の に の が

されていることが確認された．また， CT観察より

が内部で 結した 体となっていることを確

認した．XRDによる 分析では， 化 ルシウ

は7 の 化で ルシウ となり，28
のリ 化にて ア トに 全に変 されたこ

とが確認できた． 体の り さは0.7 0.

3 MPa， 率は61 3 であった．また， ア

ト 体を 大 に した 部に し

たとこ ， 8 後の時 で 体 囲に加 ，

体内部においても 生 が認められた（図）．対

である 体と比較して 体は に高い 生

， の を示した． 体内部には

な 生 が認められ， 性の高い

ア ト中に 構 を することで，

リモデリ が されることが示された．

Ⅳ． 文献

1） Kudoh K, Fukuda N, Kasugai S et al. Maxillary
sinus floor augmentation using low-crystalline
carbonate apatite granules with simultaneous
implant installation: First-in-human clinical trial.
J Oral Maxillofac Surg 2019; 77: 985-985.

2） Chang BS, Lee CK, Hong KS et al.
Osteoconduction at porous hydroxyapatite with
various pore configurations. Biomaterials 2000;
21: 1291-1298.

（ 理 名 大学 物実 ，

なし， 認 A30-332-0）

図 大 に 8 後の ア ト 体
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果を持 体の開発

○ 子 2 ， 井一 ， 隆 ， 原 ， 　 ， 原 子 ， 一

広 大学大学 歯 学研究科先 歯科 学研究 ，2 立行 法 本学
（DC2）

Novel development of porous titanium with bone formation promoting ability

Kobatake R1,2), Doi K1), Kubo T1), Makihara Y1), Oki Y1), Umehara H1), Tsuga K1)

1)Department of Advanced Prosthodontics, Graduate School of Biomedical and Health Sciences,
HiroshimaUniversity, 2)Japan Society for the Promotion of Science (DC2)

Ⅰ． 目的

　広範囲顎 では，生体 和性および 的

に れる が 要である． は，

用いられている ートに わる， 内部

の を する 体 の開発を行っ

ている．これまでに， を の に でき

る 結法1）を用いて， れた およ

び 能を有する 体を した2）． しか

しながら は生体 性 であり，

果を有していない．

　本研究の目的は，アル リ 理により

果を持 体を開発することにある．

Ⅱ． 方法

　 体（ 率85％）を 結

法1）で し，ア ト および にて

したものを 理 体， ののち5 N
化 トリウ （60 ，24 h）にて 理を したものをアル

リ 理 体とした．

　 性の評価として， 子 により

構 を観察するとともに圧 により力学的

を測定した．

　生体 性の評価として， 似体 7 後のリ

ルシウ 析 の観察，重量変化および 元

素分析を行った．

　 の評価として， 性 ー ー ワ ト

ット（17 齢） の を行った． 大

に （ 3 3 mm）を2 し， 理お

よびアル リ 理 体を した．2 およ

び3 後に 研 本を ，トル ルー

を し， 学的評価および 測学的

評価（ 生 積率）を行った．

Ⅲ． 結果と考察

　 理 は 構 ，またアル リ 理

は 目状構 を し（図a），TiおよびO

の比率が高く 化膜を していた． は同等の

力学的 を示した． 似体 後は，アル リ

理 体ではア ト 結 構 を認め（図

b）， 理と比較し重量が増加し，CaおよびPが く

認められ，高い生体 性性を示していた． の

評価では，2 においてアル リ 理 体が

より くの を認めた．一方，3 では に

有 は認められなかった．アル リ 理

体 には，生体内でCa-P結 がよく されたこ

とで， が されたものと考 られる．

　以上より，アル リ 理 体は， れた

および 能を有し，より に確実な

を するものと示唆された．

Ⅳ． 文献

1） 井一 ， 子． 部 ． 開

　2017 209328．

2） Kobatake R, Doi K, Kubo T et al. Novel
fabrication of porous titanium by a resin-
impregnated titanium substitution technique for
bone reconstruction. RSC Advances 2019; 9:
1625-1631.

（ 理 名 広 大学 物実 理

， U001372， 認 A16-3）

図　 似体 （a）， 後（b）アル リ 理

体
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PTHの 的 は に された ト 囲

の を向上さ る
　○内 　　 ，　 一 　　

2 ，　 藤友 　　

2 ，　 井里 　　 ，　 　隆　　

2

　 大学大学 歯 学 合研究科口 ト学分 ，　

2 大学生 科学 口
ト学分

Intermittent administration of PTH enhances bone quality and quantity around implants in rat tibiae

Uchida Y1), Kuroshima S2), Uto Y2), Kanai R1), Sawase T2)

1)Department of Applied Prosthodontics, Graduate School of Biomedical Sciences, Nagaski University, 2)

Department of Applied Prosthodontics, Institute of Biomedical Sciences, Nagasaki University

Ⅰ． 目的

　2000 に 立 生研究 が の

を した．それによると は， と 立して

に し， 構 ， 回 ， の

積， 化な から構 されると考 られている1 ．し

たがって， ト歯学で じられている

ではなく， の を とした

デー の 積が 要である．

　一方， 状 ルモ （PTH）は， 中 ルシウ

を して に する重要な ルモ で

あるが， 的 を行 と 量が増大することから

治療 として 用されている．しかしなが

ら，PTH の 的 が ト 囲

の に のよ な を るかは 明である．

　そこで本研究では の に を当て，

PTH の 的 が ット に された

ト 囲 の に る を検 する

ことを目的とした．

　

Ⅱ． 方法

1． ト とPTH の 的

　12 齢の 性Wistar ット（n 14）を 用した．開

発 みの ット用 ト2 を

から6mm れた 部に して 部を 合

し， 3 後から に2 に分けた．すなわち，

PTH の 的 下 を行 （80 g kg，3
回 ）（実 PTH）と，生理 を する2
とした（対 VC）（各 n 7）． 5 後に ッ

トを し， トを を した．

2．各 解析

　 した は， ク CT から3次元的構

解析を行った（各 n 7）．また， ト シリ

による 学的解析， 性

性 スフ ー による の解析，ならび

に， ク シリウス ッ による ー の解

析， による の解析をそれ れ行っ

た 各 n 7 .

　

Ⅲ． 結果と考察

　ま めに， ト 部 と な部分

における の3次元的構 解析を行った．その

結果，PTHの 的 はVCと比較して， の

量， 幅， を有 に増大し， 量

を有 に減少したことから，本研究で 的に さ

れたPTHは に 果をもたらすことが確認

された．

　そこで次に，PTHの 的 が ト 囲

の 量に る を検 した．その結果，PTHは

VCと比較して， ック部から下部に るまで， と

のス ッ 内部 量を有 に増大さ たが，ス ッ

先 から200 m れたス ッ 部ではPTHの 量

増大 果は認めなかった．

　一方， の を構 する の定量解

析も行った．その結果，PTHの 的 はVCと比

較して，ス ッ 内部の を増大さ たが，

ス ッ 部の を変化さ なかった．

いことに，ス ッ 内 部 の 者において，PTH
は ットワークを有 に増加さ ていた．さら

に，PTHは も増大さ ることが分かった．

　そして最後に， の構 要素である ー

を定量解析した結果，ス ッ 内部と 部で ー

量とその （I とIII ー ）が有 に変

化していることが明らかとなった．

　以上からPTHの 的 は， トス ッ

内部 における 量の有 な増大をもたらし，さら

にス ッ 内部と 部の 者において，その を有

に向上さ ることが示された． ト治療に

PTH を応用すれ ， 量と が同時に向上

し， 定性に 献できる可能性が示唆された．

　

Ⅳ． 文献

1） Osteoporosis prevention, diagnosis, and therapy.
NIH Consens Statement 2000; 17: 1-45.

2） Uto Y, Kuroshima S, Nakano T, et al. Effects of
mechanical repetitive load on bone quality
around implants in rat maxillae. PLoS One. 2017;
12: e0189893.

　

（ 理 名 大学 物実 ，

160725-1-2， 認 1608091331-2）
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結 化 構 ト の 性 に
する検討
　○ 正　 　　 ，　 　 　　 ，　 本 次　　

2 ，　 　 　　

2 ，　 　　 ，　川 　　 ，　 定 　　

　 大 歯科大学歯学部　 歯 咬合学講座，　

2 大 歯科大学 療 学部　口
学科，　 大 歯科大学
Investigation on imparting antibacterial properties to crystallized nanostructured implant materials

Komasa S1), Zhang H1), Kusumoto T2), Nishizaki H2), Yoshimine S1), Kawazoe T3), Okazaki J1)

1)School of Dentistry, Department of Removable Prosthodontics and Occlusion, Osaka Dental University, 2)

Department of Oral Health Engineering Faculty of health Sciences, Osaka Dental University, 3)Osaka
Dental University

Ⅰ． 目的

　 はこれまで アル リ 理

を すことで に 構 を することで，

の 着ならびに 分化 能の

向上に することを明らかにした．1 2 しかし，

ト の応用を 定すると なる 分化

能の向上ならびに 性に しても検討しなけれ

ならない．その 法として 構 の結 化ならび

に 性 する 法を 検討したとこ

い を得られたので する．

　

Ⅱ． 方法

　 JIS2 の を 用し 2000まで研

し アル リ 理を し 構 を析 した を実

として 用した．ま ， 1実 として 構

析 の結 化に いて検討した．各

を200  400  600  800 にて加 理を行った．

の 構 を解析するとともに生後7 齢のSD
性 ットの 大 から した を

用し，各 分化 ー ーに いて検討を

行った． 2実 として 性を する方法として

UV 理に いて検討した． 構 析

にUV 理を し，各 の 解析を行

とともに の実 と同 ， を 用し，各

分化 ー ーに いて検討を行った．

さらに，Actinomyces oris strain MG1 を用い，

性に する検討を行った． 3実 として，結 化を

した にUV 理を すことで 分化

能を高い状 で 持したまま 性を した

ト の を目 すこととした．この

の ト の応用をすすめるため， の

解析および 分化 ー ーの解析を

行 とともに， ット大 を 用したin vivo評価を行っ

た．

　

Ⅲ． 結果と考察

　 構 析 の加 理を検

討した結果，600 の加 理で に結 化

した 構 が されることが明らかとなった．ま

た， の 着ならびに 分化 に す

る各 ー ーは600 で最も高い値を示すことが明

らかとなった．

　次に， 構 析 にUV 理を

すことで い 化膜の が されるとともに

性の が されることがあきらかとなっ

た．また，この は高い 分化 を

持したまま， 性を持った であることが明

らかとなった．

　最後にこの600 で加 理した 構 析

UV 理を したとこ ，結 性を 持した

まま 性を さ ることに した．また，これ

までで最も高い 分化 能と 性を持った

であることがin vitro  in vivo ルの から明

らかとなった．

　以上の結果から，結 化 構 ト

にUV 理を行 ことは ト に 性

を ることになり， 者のQOLを向上さ る に

おいても 治療に か ない の一 となる

ことが される．

　

Ⅳ． 文献

1） Zhang H, Komasa S, Mashimo C et al. Effect of
ultraviolet treatment on bacterial attach- ment
and osteogenic activity to alkali-treated titanium
with nanonetwork structures. Int J Nanomedicine.
2017 12 4633-4646．

2） Hatoko M, Komasa S, Zhang H et al. UV
Treatment Improves the Biocompatibility and
Antibacterial Properties of Crystallized
Nanostructured Titanium Surface. Int J Mol Sci.
2019; 20: 5991.

　

（ 理 名 大 歯科大学 物実

， になし， 認 1906001）
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性 LL37のリ 生 果の検討

　○ 大，　 正 ，　 ，　 ，　原

大学　大学 歯学 合研究科　口 顎 学分

Effects of antimicrobial peptide LL-37 on lymphangiogenesis in lymphatic endothelial cells.

Yanagisawa T, Nishimura M, Suehiro F, Masuzaki T, Harada K
Department of Oral and Maxillofacial Prosthodontics Graduate School of Medical and Dental Sciences
Kagoshima University

Ⅰ． 目的

　顎 の 生 ト 科 後の治 には

の 能 けでなく， （ とリ

）の 生が重要である．この治 には，いわ

る上 的な 割を果たす と下 的な 割を

果たすリ の 方の 生が 要である1 ．リ

生は，VEGFを中 とする ト によって

されることは のことであるが，VEGFの高 の

は の を き起こすことが

られており， 生用の としては の物が

められている．一方，生体内の 性 は

能力のみでなく， 治 にも 献することが られ

ており， 生を することはよく られている

が，リ の 生に のよ な を るかは

である2 ．そこで 回 は，生体内で主要な

性 であるLL-37がリ 生に る

を検討したとこ ， 治療 としての可能性を示唆

するデー を得たので する．

　

Ⅱ． 方法

　LL-37の ト リ 内 （HDLEC）に対

するin vitroでのリ 生 果は， 増

， ， に る で評価した．また，

LL-37による 内シ ル変化をウ ス ッ

トにより評価し  各 内シ ルに対する 的

加による を評価した. また，リ 生

に するLL-37の 体の解明を行った. さらに，

in vivoでのLL-37によるリ 果を ウ

ス 全 モデルを用いて評価した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　LL-37はHDLECに対して有 な増 果は示さな

かった．LL-37の 加によってHDLECの （図

1），および の が認められた．LL-37によ

る ・ の分子 解明のため，

内シ ル変化の評価を行った結果，HDLEC
において，ERKおよびAktシ ルの 性化が認めら

れた．また，ERKおよびAktシ ルの 的

の 理により，LL-37によって されるHDLECの

， 果が されることが明らかと

なった．HDLECにおいてFPRL-1 体の発 が確

認され  FPRL-1 体の 的 の 理に

より，LL-37によって されるHDLECの ，

果が されることが明らかとなった．以

上の結果より，LL-37はHDLECにおいて，FPRL-1
体に 用し，ERKおよびAKTシ ルを して

・ を することが明らかとなった．また

ウス 全 モデルにおいて  LL-37の

により 部 においてリ 果が認

められた（図2）. 本研究によりLL-37がリ 生を

することが めて い された. LL-37は口 内

の 治 に対する 生を ー ットとした

たな治療 としての応用が される．

　

Ⅳ． 文献

1） Saaristo A, Tammela T, Färkkilä A, et al.,
American Journal of Pathology. 169, 1080-1087,
2006.

2） Ramos R, Silva J P, Rodrigues A C, et al.,
Peptids. 32, 1469-1476, 2011.

　

（ 理 名 大学 物実 理

， e118， 認  D19031
）

　

　

図1　LL-37がリ 内 の 能に る

図2　LL-37が ウスの 部 部リ の

生に る
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献体を 用した ト 検 としての歯 評
価の 性・ 当性の検討
　○ 口隆 　　 ，　大 　 　　

2 ，　大 昭　　 ，　 子　　

2 ，　中川 　　 ，　大森　 　　 ，　 　 　　 ，
　 本 　　 ，　三 　　 ，　 　　

　 大学大学 歯 学 合研究科 ト 生 学分 ，　

2 大学 療
研究開発 ー，　 大学大学 歯 学 合研究科分子 化学分
Evaluation of reliability and validity of the alveolar bone mineral density examination for preoperative

Higuchi T1), Ono A2), Ono M3), Kurosaki Y2), Nakagawa S1), Omori K1), Ishibashi K1), Tokumoto K1),
Mino T1), Kuboki T1)

1)Department of Oral Rehabilitation and Regenerative Medicine, Okayama University Graduate School of
Medicine, Dentistry and Pharmaceutical Sciences, 2)Center for Innovative Clinical Medicine, Okayama
University Hospital, 3)Department of Molecular Biology and Biochemistry, Okayama University Graduate
School of Medicine, Dentistry and Pharmaceutical Sciences

Ⅰ． 目的

　全 の 下は 顎 歯 の にも

を し その結果生じる歯 の 下

は ッ ーシ 得のリスク 子と考

られている.しかし，歯科用 ー ー CTでは定量

的な の評価ができないこと， 科用CTによる

被 スト 設 等の から， 床的に有用

な検 法は確立されていない．本研究では，デ ル

ックス から歯 （al-BMD）を定量的

に評価できる ソフトウェア1）を用いた 部の

al-BMD測定法を考 し，ま 被 による の考

が 要ない献体において 評価の 性お

よび 当性を確認することを目的とした．

　

Ⅱ． 方法

　生 に 床研究 の 力に いて同 を得た22名

（ 時平均 齢84.1 ， 17 5 ）の献体

を対 とした．献体の開口量 部の顎 か

ら にて 可能部 を 定し， ー を

用いて ト体 定 置を 定した．そし

て，平行法にてデ ルデ ル ックス

を行った． 性の検討には，50枚のデ ル ック

ス を用い ソフトウェア（BoneRight，デ

ル フ ック・ ）にて， ー の先 を中 と

して，歯 下から3 の を設定し，

al-BMDを測定した．al-BMDの測定は，デ ル ッ

クス に の を し， に リ

ーシ を行った2名の検者が，1 の をあけ

て 立して2回， の設定とal-BMD評価を行っ

た．そして，2回の測定の検者内一 を 内

（ICC）を し検討した．さらに，2名の1回目の測

定結果を用いて，検者 一 を検討した． 当性

の検討は デ ル ックス 25枚を用いて行

い，デ ル ックス 部 と同部 のCT値お

よび歯 を， 科用CT および ソフト

ウェア（OsiriX，NEWTON GRAPHICS ）にて測定し

た．そして，BoneRightにて測定した顎 のal-BMDと

の を，Speamannの を して検討し

た.

　

Ⅲ． 結果と考察

　 性の検討に用いたデ ル ックス は，

50枚（上顎 下顎 26 24枚， 歯部 歯部 18
32枚）であった．検者1の測定1回目のal-BMD平均値

は132.4，2回目の平均値は132.3で 検者内一 は

ICC 0.956であった. 検者2の測定1回目のal-BMD平

均値は133.7 2回目の平均値は132.2で 検者内一

はICC 0.878であった.検者1と検者2の検者 一

はICC 0.940であった.

当性の検討に用いたデ ル ックス は，

25枚（上顎 下顎 8 17枚， 歯部 歯部 6 19
枚）であった.検者1の測定したal-BMDと同部 のCT
値との は0.691（p 0.01），al-BMDと歯

との は0.697（p 0.01）であった.

考 した 部のal-BMD測定法の検者内および検

者 一 は であった． 部al-BMD測定法

にて測定したal-BMDと 科用CTにて測定したCT値

および は有 な正の を示し，

当性が確認できた.

　

Ⅳ． 文献

1） Takaishi Y, Arita S, Honda M et al. Assessment
of Alveolar Bone Mineral Density as a Predictor
of Lumbar Fracture Probability. Adv Ther, 2013;
30:487-502.

　

（ 理 名 大学研究

， 14000046， 認 1905-034）
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トの 性状が に された
ト 囲 に る
　○ 井里 　　 ，　 一 　　

2 ，　 藤友 　　

2 ，　内 　　 ，　井上 　　 ，　 　隆　　

2

　 大学大学 歯 学 合研究科口 ト学分 ，　

2 大学生 科学 口
ト学分

Effects of surface characteristics on bone around dental implants in rabbit tibiae

Kanai R1), Kuroshima S2), Uto Y2), Uchida Y1), Inoue M1), Sawase T2)

1)Department of Applied Prosthodontics, Graduate School of Biomedical Sciences, Nagasaki University, 2)

Department of Applied Prosthodontics, Institute of Biomedical Sciences, Nagasaki University

Ⅰ． 目的

　 トの 性状 は， 目されてい

る歯科 トに する研究 ー の と で

ある．これまでの研究において，中等 の を有す

る トが れた生体力学的性 と 囲

の治 の を示すことは 分に解明されている．

では ルにおける の が高

まっており， ト の ク 構 と 構

の み合わ でもたらされる階 構 が

ト 囲 の 応性に 果をもたらす可能性が示

唆されている． 構 は主として 理により

され， スト 理との 用により ト に

階 構 をもたらすことが されている1 ．

　一方，2000 に 立 生研究 から しい の

が され2 ， の評価には 量に加 て

ー を めた の解析が 要であ

ることが された． でも トの評価は

囲 における 量解析が主 であり， ク ・

による階 構 が に る は全く分かっ

ていない．そこで本研究では，シ ウ 理により

ルで された トが 囲

に る を， 量ならびに の 方の観 か

ら明らかにすることを目的とした．

　

Ⅱ． 方法

　 性 本 を用いた． ストと

理を行った トを対 とし，

この 理にシ ウ 理を加 た トを実

とした（各 n 14）．対 と実 の ト

4本中（各2本 ），2本の トは に

された に，また りの2本は 対 にそ

れ れ し，その4 と8 後に を し

た． トと 囲 を一 で し， さ

れた2本の ト で切 して と の

ックを した． の ックは

後， ・ ール ー を行い，

ト 囲 に対して各 学的解析を

行った．一方， の ックは，120 の

後に フ 切 を し， ク シ

リウス ッ をして ー とⅠ Ⅲ

ー の定量解析を行った．また，対 と実

の トに いては， 子 と ー

ー による さ測定を行った． はt検
定とKruskal-Wallis検定を 用した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　 さの測定結果， ト に ク ・

で構 される階 構 が されていることが確

認された．実 における ト 率は

対 と比較して， 4 後で増加 向を示し，

8 後で有 な増大を認めた．また，実 におけ

る ト 囲の 積率は対 と同じであっ

た．次いで， の解析を行った結果， ト

8 後では，実 のⅠ ー 生量は対

と比較して有 に く，Ⅲ ー 生量は

少ない 向を していた．さらにシ ウ 理は，

後4 8 の における の有 な増大

果と の減少 果をもたらし，さらには，

ー とI ー の 生増大 果とⅢ ー

生減少 果ももたらすことが明らかになった．

　以上から， ト に対するシ ウ 理

は， ト 囲 の ト 率を向

上さ ， 量を変化さ ることなく， ト 囲

の 的向上を することが分かった．

　

Ⅳ． 文献

1） Johansson CB, Gretzer C, Jimbo R, et al.
Enhanced implant integration with hierarchically
structured implants: a pilot study in rabbits. Clin
Oral Implants Res. 2012; 23(8):943-953.

2） Osteoporosis prevention, diagnosis, and therapy.
NIH Consens Statement. 2000; 17(1):1-45.

　

（ 理 名 大学 物実 ，

170426-4-2  180406-4-3， 認

1706021383-2  1804171447-2）
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定性 ト上部構 と 歯 の クト ス
に する 的検討
　○可 子，　 昭，　 義 ，　和 大，　 一

大 大学大学 歯学研究科顎口 能 学講座　有床義歯 学・高齢者歯科学分

Cross-sectional study on the related factors for proximal contact loss between fixed implant superstructures
and adjacent teeth.
Kani M, Mameno T, Tsujioka Y, Wada M, Ikebe K
Department of Prosthodontics,Gerodontology and Oral Rehabilitation, Osaka University Graduate School
of Dentistry

Ⅰ． 目的

　 トの上部構 と 歯の の

が われる クト スは， ト治療にお

ける 的な 的 として られている．

には，その 子として， トの

歯の状 1 な が示されているが，いま

スは得られていない．そこで本研究では，

能後の 定性 ト上部構 に対して， 的

を行い， クト スの発生に すると考 ら

れる な 子に いて， 変量解析を用いて検討

を行 ことを目的とした．

　

Ⅱ． 方法

　本学 において装着後4 以上 してい

る ト上部構 の ち， 歯と している

ものを対 とし， 的 を行った． 部 は，

クト スの発生 が高いとされている

ト とし，50 の クト ー が なく

できる状 であった ト体を クト ス

，その を クト 持 とした．また， して

いる 歯の ット値， ならびに歯 歯 比

を測定した．

　その の評価 目は， 齢，性 ，全 ，

・ の有 ， ならびに の歯 の有

， フ クシ の有 ， ト ー 用の有

， 歯の咬合支持（Eichner分 ）， トの

さ， トの 定 （ ト スク

リ ー），上部構 の 結の有 ， 部 ，

とし，咬合力の として2 ックス

上での下顎 の を 測した．下顎 の は，

の平均値とし，2  （下顎 下 25％

対 ）に分け分析を行った．

　 学的分析は，目的変 を クト スの有

， 変 を 齢，性 ， とした二

ス ック回 分析とし，変 減少法を用いて 明変

の を行った． 学的有 は0.05とした．

　

Ⅲ． 結果と考察

　対 者は184名（ 性69名， 性115名，平均 齢

57.9 11.8 Mean SD ）で，309部 の

ト に いて評価を行った．平均 は

67.7 32.5 であった．また， クト ス発生

は66部 21.4 ， クト ス 持 は243部

78.6 であった．

　二 ス ック回 分析の結果，部 （上顎 下

顎）ならびに下顎 の が 明変 として さ

れ， 齢，性 ， を した で， ク

ト スの と下顎 の （p 0．04， ッ 比 1．

89）に有 な が認められた ．

　結果より，下顎 の が， クト スの発生の

子として示された． の では，下顎 の

が さい 者 い咬合力を有する 向が示

されている2 ため， 大な咬合力により 歯の

が生じ， 歯と トの に クト スが生

じた可能性が考 られる．したがって， クト スの

発生を 測する 子として，下顎 の を 測す

ることが有用であることが示唆された．一方で， くの

研究で されている に いては，有 な

が示されなかった． 後は， 研究を行 こと

で， クト スの有 と 子に いて，さらな

る検討を重 たい．

　

Ⅳ． 文献

1） Koori H， Morimoto K， Tsukiyama Y et al.
Statistical analysis of the diachronic loss of
interproximal contact between fixed implant
prostheses and adjacent teeth. Int J Prosthodont.
2010;23:535–540.

2） Miwa S， Wada M， Murakami S et al. Gonial
Angle Measured by Orthopantomography as a
Predictor of Maximum Occlusal Force. J
Prosthodont. 2019;28:e426–e430.

　

（発 に して 者・被 者の同 を得た． 理

名 大 大学大学 歯学研究科・歯学部 び

歯学部 理 ，

11000078， 認 H28-E24）

　

　二 ス ック回 分析の結果
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ト支持 部分床義歯の力学的解析 ト
置と高さの ー

　○ 裕 ，　大 生，　中 ，　加 ，　 　均，　

本大学歯学部歯科 学 Ⅱ講座

Mechanical analysis of the effects of implant position and abutment height on implant-assisted removable
partial dentures
Yasuda H, Ohyama T, Nakabayashi S, Kase T, Toyoma A, Tsukimura N
Department of Partial Denture Prosthodontics, Nihon University School of Dentistry

Ⅰ． 目的

　本研究は，三次元有限要素法を用いて下顎

において， ト支持を 用した部分

床義歯で 治療を行った場合を想定し， 部顎

の ト 置とア ット トの高さの

による支 歯および義歯に す を検討し

た．

　

Ⅱ． 方法

　解析は， 用有限要素解析 ANSYS
Rel. 18.2（ANSYS Inc. を用いた．構 要素は，歯，

， ，歯 膜，顎 粘膜，義歯床，支

装置，全部 および トとした．解析モ

デルは，下顎 二 歯， 一大 歯および

二大 歯を とし， 部顎 における 二

歯 当部， 一大 歯および 二大 歯 当部に

それ れ ト（Brånemark®　System MKⅢ

RP）を1本 したモデルを構築し，各モデルの

トに顎 粘膜と同等の高さのア ット トの装

着を想定した5-0，6-0，7-0の3モデルと，顎 粘膜か

ら2mmの高さのあるア ット トの装着を想定した

5-2，6-2，7-2の3モデル， 6モデルを構築した．

　部分床義歯の設 は， 一 歯にRPIク ス

， 一 歯に スト， 一大 歯

に スト 二 を設定し，リ ル ーにて

結した設 とした． は，生体に 似した 口

時の を考 した方法を用いた．解析 目

は， 支 歯および義歯床における変 とした．

　

Ⅲ． 結果と考察

　 支 歯の変 において，顎 粘膜と同等の高

さのア ット トの装着を想定したモデルと比較して

支 歯の変 は減少した．顎 粘膜と同等の高さの

ア ット トの装着を想定したモデルは，

トを に する 支 歯の変 は減少する

向を認めた．顎 粘膜から2mmの高さのあるア ット

トの装着を想定したモデルは， トを

に する 支 歯の変 が増加する 向を認め

た．

　義歯床の変 において，顎 粘膜から2mmの高さ

のあるア ット トの装着を想定したモデルは，顎

粘膜と同等の高さのア ット トの装着を想定したモ

デルと比較して義歯床の変 の減少を認めた．

　これらの結果より同じ 置においてもア ット

トの高さの により，力学的 が異なる可能性

が示唆された．

　

Ⅳ． 文献

1） Grossmann Y, Nissan J, Levin L. Clinical
effectiveness of implant-supported removable
partial dentures : a review of the literature and
retrospective case evaluation. J Oral Maxillofac
Surg 2009;67:1941-1946.

2） Giffin KM. Solving the distal extension
removable partial denture base movement
dilemma: a clinical report. J Prosthet Dent 1996;
76:347-49.

3） Korioth TW, Hannam AG. Deformation of the
human mandible during simulated tooth
clenching. J Dent Res 1994;73:56-66.

4） Halterman SM, Rivers JA, Keith JD et al.
Implant support for removable partial
overdentures a case report. Implant Dent 1998;8:
74-8.

　

解析モデル
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デ ル 法で した 装置の き上がり量の評価

　○ 正 　　

2 ，　 　　 ，　 　　 ，　 一　　

　 歯科大学　顎口 構築学，　

2 支部，　 支部，　 歯科大学生体 学

Estimation of amount of occlusal adjustment of prosthesis made by digital procedure by measuring the
distance between incisal guide pin and incisal guide table of articulator
Yokosuka M1,2), Okamura M3), Shimizu H4), Masumi S1)

1)Division Occlusionan & Maxillofac Reconset Kyushu Dental University, 2)Tokyo Branch, 3)Kyushu
Branch, 4)Department of Biomaterials Science Kyushu Dental University

Ⅰ． 目的

　 ，歯科 にデ ル 法が に して

きた． 装置の においては， 学 および

学的咬合 得後，これらのデー を ソ に 力

し， 用ソフトウェア上でデ ル咬合 に ウ トし

たデ ル を用いて することができるよ に

なった．しかしながら， 床において，デ ル 法で

した 装置の咬合 量は，し し 少なく

ないことを する．そこで本研究では，デ ル

法によって した 装置の ・ の 性

および き上がり量を測定し， 法で した

装置の ・ の 性および き上がり量を比

較検討した．

　

Ⅱ． 方法

　上下顎の顎 E 50-500AU，E50-500AL， ッ

シ を 法により咬 合 で咬合 （デ ル

ー，シ ）に ウ トし，これを 口 とし

た． 得に先立ち， トフ クス ー

 PLus スト ート 3，8  10 mm，GC を下顎

大 歯 部に2本 した．口 内ス ー

Aadva IOS 100HP GC を用いて 口 の下

顎，および対合歯として上顎の全顎 学 をそれ

れ 得した．次に咬 合 で上下歯 を 方

向から 学 得し， 学的咬合 得とした．デー

を ソ に 力し，デ ル を し，

デ ル咬合 に ウ トした．ソフトウェアはDental
System 2018-1 Premium Build  18.2.0 （3Shape A
S ）を用いた．デ ル 上で2本 結した

ト上部構 体をデ し，CAD CAM GM–
1000，G C 法にて した．比較対 用の 法

として，下顎のシリ ー と上顎のアル

ート を 法 りそれ れ 得した． を

用いて を し， トを さ て

デ ー ークⅡに ウ トした．この を

用ス ー Aadva ス  E3，3shape でス

し，同 にCAD CAM 法で2本 結した

ト上部構 体を した． した 装置をそ

れ れ 口 の 定の 置に し，咬合 の

ル の き上がり量を測定し，比較した．

理は 率を5 として 立した ルのt検定

を用いn は10とした．

　

Ⅲ． 結果と考察

　デ ル 法によって した ト上部構

体による ト の ・ の 性は

法によるものより 学 法の方が測定の ら き

はより さかった．一方でデ ル 法によって

した ト上部構 体による ル の

き上がり量は1.14 0.87mmであった．この値は

法で した場合の0.07 0.10mmより有 に大き

かった．これは な 子が 合した結果であると想

されるが， 後，この理 の な解明と き上が

りの が まれる． ト の ・ の

性は 法のものより 学 法の方が ら き

が さいが き上がり量はデ ル 法の方が大き

いとい 本研究の結果から，デ ル 法によって

装置を した場合， 法に比 て咬合 量

が 段に くなることが 想される． ット時の ェア

を するためには， のとこ 学 得

後，そのデー をもとに らかの方法で実 の を

後，実 の咬合 に装着し，咬合 上で咬合

をあらかじめ ま ておくことが められる．
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歯科用 ー ー  CT による 本 における上顎

の観察
　○ 井 ，　 川 生，　 二，　 ，　 ，　高

大学歯学部歯科 学講座口 ト学

Observation of the maxillary sinus septa in Japanese by dental cone-beam computed tomography.

Sakai Y, Funakawa T, Nata K, Kawamura T, Munakata M, Takahashi M
Division of Oral Implantology, Department of Prosthetic, Ohu University School of Dentistry.

Ⅰ． 目的

　上顎 歯部 ト体 で 的な

に しては上顎 上 がおこなわれる．その

に上顎 の により，上顎 のウ ウ

は となり，上顎 粘膜の 上時の リスク

が増す．さらに， の 高さな により， の

が されることから， の により

の状況を することが重要である．一方，上顎

上 を に置いた 本 における 内の

の の はない．そこで 回，歯科用 ー

ー  CT（以下，CBCT） で 本 の上顎

を観察したので する．

　

Ⅱ． 方法

　 は本学歯学部 科にて され

た 下 を 上顎 のCBCT 構築  35
を用いた． は MORITA 3DX Multi Image

Micro CT FPD を 用し，80kV，5mA，18secの

で した． 上で観察された をAl- Faraje
の分 1 を用いて，ClassI 「 一の い 性部分

」， ClassII 「 の い 性部分 」，

ClassIII 「 一の 性部分 」，ClassIV「 の

性部分 」 ，ClassV「 平性部分 」，

ClassVI「 性 全 」， の最下 から

上までの が3mm を「 い 性部分

」，3mm以上のものを「高い 部分性 」と

して分 した．デー の観察には MORITA One
Volume Viewer を 用した． 理

11000803 認　 認  234 ）

　

Ⅲ． 結果と考察

　上顎 は 35 中 17 で観察され，その

率は 48.6 ％であった．分 との発生 は

ClassI は 5 14.3％，ClassII は 2 5.7％，

ClassIII は 5 14.3％，ClassIV は 0 0％，

ClassV は 1 2.9％，ClassVI は 4 11.4％であっ

た．このたびの観察結果では対 の 以上に

を認め，その大 が 性部分 であった．その

中で， が高いと考 られる の が

およそ2割に認められた．Khalighi Sigaroudi Aら2 の

112 224 のCTデー を用いた先行研究に

対し，Fisherの正確確立検定を行ったとこ ，ClassⅡ，

ClassⅢ，ClassⅣ，Class において，有 が認めら

れた．これは による であると考 られる．以上の

よ に，CBCT 構築 から上顎 の 評

価が可能であると考 られ，上顎 歯部の に対

する ト治療 立 に して，上顎

を に観察することが，上顎 上 の

定の一 となる可能性が示唆された．

　

Ⅳ． 文献

1） Al- Faraje. Surgical and radiologic anatomy for
oral implantology, Quintessence publishing.
2013 424 264

2） Khalighi Sigaroudi A. et al. Imaging Sci Dent.
2017 47 261-267.

　

（ 理 名 大学 理 ，

11000803， 認 234）
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シ ート トを用いたIARPDの 者 アウト

○ 大 ， 　学 ，宮 ， 里 ， 　 ，上原 子 ， ，
佐藤大 2 ， 本友里子 ， 部友 ， 場一 ， 口

科歯科大学高齢者歯科学分 ，2 昭和大学 ト歯科学講座， 昭和大学歯科
学講座

Patient-reported outcome of IARPD with short implants

Negoro M1), Kanazawa M1), Miyayasu A1), Asami M1), Shimada R1), Uehara Y1), Watanabe M1), Sato D2),
Kusumoto Y3), Abe Y3), Baba K3), Minakuchi S1)

1)Gerodontology and Oral Rehabilitation, Tokyo Medical and Dental University, 2)Department of Implant
Dentistry, Showa University, 3)Department of Prosthodontics, Showa University

Ⅰ． 目的

　 ， における部分床義歯に対して

部顎 に トを することで中 化

を図る 方法として，IARPD （Implant Assisted
Removable Partial Denture）が 床応用されている．

の 床研究でIARPDは， の部分床義歯

と比較して 者 が高いと された.1 しかし，

さ6mm以下のシ ート トを用いたIARPD
の 床研究の は少ない．本 床研究は，シ ー

ト トを用いたIARPDの 者 アウト を

評価することを目的とした．

Ⅱ． 方法

　 科歯科大学歯学部 ，昭和大学歯

科 に しており，適切な部分床義歯を有する

下顎 者（ もしくは に3歯以上の

を有する）28名（ 科歯科大学20名，

昭和大学8名），平均 齢71.1 6.1 に対して 向

き 研究を行った．最 に，適切な義歯を装着した

状 Stage 0とした．その後CBCT を行い，

ト の立 を行った．シ ート ト

（6mm，Straumann SLActive ト　ス ー

ス　RN 4.1mm， Straumann）を 部

の 的に 要な 幅が確 できる最 部に1本

した． 後 ーリ ッ を装着し，6
の 荷 中は ト 囲をリリーフした． 荷

後に ーリ ッ と義歯床内 を

さ ，支持の 化のみを目的としたIARPDとした

（Stage 1）．4 後， 性ア ッ ト（ フ ット

IP Iシリー フ ット， ）を装着し，支持と

持の 化を目的としたIARPDとした（Stage 2）．Stage
0，1，2 で評価を行った．評価 目は， 者 ，

Oral Health Impact Profile-J 54（OHIP-J 54）におけ

る合 と ス ール，Patient s Denture Assesment
（PDA）の各 目を用いた．各Stageの結果をSteel
Dwass 法を用いて 重比較した（有 p 0.05）．

Ⅲ． 結果と考察

28名に47本の ト を行った．その ち3
名に1本 ，合 3本の トが した．そ

のため最 的に25名（ 科歯科大学18名，昭和

大学7名）に対して評価を行った． 者 は，

Stage 0-1，Stage 1-2 で有 は認められなかった

が，Stage 0-2 の比較では有 が認められた．

（p 0.02，図）一方で，OHIP-J 54の合 と ス ー

ル，PDAでは各Stage に有 は認められなかっ

た．しかし，PDAのLower Dentureの 目はStage 0と

比較してStage 2では 向が認められた．

　 性ア ッ トを用いたIARPDは， ト

による義歯後方の支持を得ることができ，さらにア ッ

トを用いることで 持力が増し，結果的に義歯

の み み き上がりが され， 者 の

向上に ながったと考 られた．しかしながら，口

QoLと 者の義歯評価では， の評価にお

ける 井 果により， 後の有 な が認めら

れなかったと 察された．本研究の結果より，シ ート

トを用いたIARPDの 用において， 性ア

ッ ト装着後に 者 の有 な向上が認

められることが示唆された．

Ⅳ． 文献

1） De Freitas RF et al. Mandibular implant-
supported removable partial denture with distal
extension: A systematic review. J Oral Rehabil.
2012;39(10):791–8.

（発 に して 者・被 者の同 を得た． 理

名 科歯科大学歯学部 理

， 11000199， 認 D2016-026）

図　100mm Visual Analogue Scales（VAS）を用い

た 者 　Stage 0-1，Stage 1-2 では有

は認められなかったが，Stage 0-2 で有 が認

められた．
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歯科 療 者における口 能の実

○ 口 一 ， 2 ，平川 裕 ， ， ， 　 ， ，
森 三 ，

歯科大学咬合修 学講座 義歯学分 ，2 支部， 歯科大学咬合修 学講
座口 ト学分
A Survey on Oral Frailty of Outpatients in Private Dental Clinics.

Yamaguchi Y1), Shinozaki Y2), Hirakawa T1), Hinotsume S1), Matsuda S1), Okamura A1), Magori Y1),
Morinaga K3), Matsuura T1)

1)Section of Fixed Prosthodontics, Department of Oral Rehabilitation, Fukuoka Dental College, 2)Kyushu
Branch, 3)Section of Oral Implantology, Department of Oral Rehabilitation, Fukuoka Dental College

Ⅰ． 目的

　 ー ルフ ル 口 能 下 の ・対 で

は歯科 の対応が重要であるが， 歯科 療 に

おける 者の口 能 下 の 率 ，口

能 下 の対応に する は少なく，また，

可 性義歯 トを用いた が口

能の 持に す を した も少ない．

本研究では， 歯科 療 における 者の口

能の 状に いて するとともに，

の いが口 能の 持に す に いて検

討した．

Ⅱ． 方法

　平 31 3 から 和元 12 までの9 に，

スで 歯科 療 を した50 以

上の 者で同 の得られた 者を対 とした．

齢，性 ，Body Mass Index，歯 等の 本 に

加 て，口 能 下 の に 要な検 目

である咬合力（デ ル ス ール，GC）， 圧

（JMS 圧測定 ，JMS）， 能（ ル ー

GS-Ⅱ ， GC ） ， 下 能 （ Eating Assessment
Tool-10）に いて 測を行った．得られたデー か

ら口 能 下 者の割合， 齢分布 性 によ

る有 率等を するとともに 者の口 能

の実 を評価した．さらに， ト治療の有

義歯の 用 に して を行い， の

の いが口 能の 持に す に いて比

較検討を行った．

Ⅲ． 結果と考察

　 回 を実 した対 者の は96名（ 性

24名， 性72名，平均 齢72.5 ）で，その ち70
以上の 者は63名（65.6％）で，50 60 は少ない結

果であった 図1 ．口 能 下 の4 の検 目

の ち3 以上 を たさ に口 能 下

と された 者は7名（7.3 ）で，2 以上 当し

た口 能 下 の 者は18名（18.8 ）で

あった．また，口 能の 下は50 の中高 齢者

で まっており，1 目 当した 者は38名（39.6 で

あった．口 能は加齢とともに 下 向を示した

が，性 はみられなかった． の で比

較すると，咬合力および 圧では はみられなかった

が， 能力では ト治療 のある 者が可

性義歯を 用している 者より高い値を示してい

た． が少なく 置を行ったことのない 者で

は80 でも口 能は に 持されていた 図2 ．

80 の くの 者が口 能 下 および

であったが，口 能の 下は50 60 からみとめ

られるため， い段階での対応が口 能 下 の

では重要である． トを用いた

は 能力の 持に有 であり，口 能の 持に

する可能性が示唆された．

（発 に して 者・被 者の同 を得た． 理

名 歯科大学 理 ，

11000292， 認 442 ）

図1 口 能 下 者の 分布

図2 能力検
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シ の定量的な評価． ー， ー，
顎 者の比較
　○ 　 　　

2 ，　 和裕　　

2 ，　 　　

2 ，　 みのり　　

2 ，　 和　　

2 ，　 井　大　　

2 ，
　 　 　　

2 ，　 二 　　

2 ，　 原 広　　 ，　 子 　　

　 本歯科大学 あ の ・歯 しり ，　

2 本歯科大学 合 療科

Quantitative evaluation of bruxism, comparison between bruxer, non-bruxer, temporomandibular disorders
patients
Hori S1,2), Nagata K1,2), Terao I1,2), Usuba M1,2), Inatomi A1,2), Sakai H1,2), Mizuhashi R1,2), Atsumi Y1,2),
Sugawara Y1), Inoko Y1)

1)TMD&Bruxism Clinic, The Nippon Dental University Niigata Hospital, 2)Comprehensive Dental Care
Unit, The Nippon Dental University Niigata Hospital

Ⅰ． 目的

　 時および， 時の シ は，顎

歯の ・ な の口 の の原 ・

となると考 られている．しかし シ を

か 客観的に評価することが なことから，実 に

のよ な シ が に しているの

かは明らかではない．本研究では 者 で装着で

き， り し シ の が行 るシ ル

ル ー ル を 用し， シ と

との を した．

　

Ⅱ． 方法

　 シ の および を認める

ー， シ の および を認めない

ー， 顎 者各6名を対 として，

シ の定量的な評価を行 とともに， シ

の ，歯の な の 床 ， の圧

痛， 時および 時の痛みに して， ルー

の比較を行った． シ の定量的な評価で

は，Sunstar GrindCare®を 用し「図」， 時

シ （G-vS）を5 の 測後に， 中 時

の シ の（G-vA）を1 測した． シ

の ，痛みはNRS numerical rating scale を

用して評価し， シ の および の圧痛は

ト ー を行った 者が実 した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　 シ の に して， ーは 時

の シ を している者が かったが，

性 （ Rhythmic Masticatory Muscle
Activity  RMMA 1）を用いた定量的な評価では，

時の シ が増加している者が かった．顎

者では， 時と 時の に は かっ

たが，定量的な評価では ーと同 に 時

のRMMAが増加している者が かった．

　 時 シ （G-vS）は， ー，顎

者， ーの で大きな値を示した．ま

た， も めた 時の シ （G-vA）は，

ー， ー，顎 者の に大き

な値を示し， ーでは の シ が増

加すること，また，顎 者では 中の シ

が減少する 向が示唆された．

　

Ⅳ． 文献

1） 分 　 3 　 American
Academy of Sleep Medicine　 　 本 学

　 分

　

（発 に して 者・被 者の同 を得た． 理

名 本歯科大学 生 歯学部 理

， 11000109， 認 ECNG-

R-364）

　

図GrindCare®
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DTIを応用した咬 内部の 三次元 および 行解

析
　○ 　　 ，　 裕　　 ，　 川　 　　 ，　 本 　　

2 ，　 　　 ，　川 隆 　　

2 ，　佐 一　　

　 北大学大学  歯学研究科口 シス 学分 ，　

2 北大学 加齢 学研究 ，　

北大学大学  学 研究科 科先 治療開発学分
Analysis of muscle fiber orientation in the human masseter muscle using diffusion tensor imaging

Sugano T1), Yoda N1), Ogawa T1), Hashimoto T2), Niizuma K3), Kawashima R2), Sasaki K1)

1)Advanced Prosthetic Dentistry, Tohoku University Graduate School of Dentistry, 2)Tohoku University,
Institute of Development, Aging and Cancer, 3)Neuroendovascular Therapy, Tohoku University Graduate
School of Medicine

Ⅰ． 目的

　 はそれ れが異なる方向に 行し， い

に し な下顎 を 行する． に 状

である咬 は，内部が に分 され各分 が 立

に することが可能で，幅広い 着 積と っ

て， で な方向 力を発 することができる1）．

顎 の主 状である 痛は， 内の限 された

部 に発 し， によってその発 が異なる

ことは，これら な内部構 と 能分化に起 する

と 察されるが，その は 明である．

　Diffusion tensor imaging（以下DTI）とはMagnetic
resonance imaging（MRI）のシー スの一 であり，

内の 分子の 散方向を して， 化する

法である2）．DTIを応用することで， で

あった 行を 的に可 化でき

る．これによって3次元的に ルな

を明らかにし， 的な 痛の発 の

解明，さらに 者 の 痛の ，治療 の 床

開が される．本研究の目的はその 一段階と

して，DTIを応用した ト咬 内部 行の解析

法を確立することである．

　

Ⅱ． 方法

　本研究は 北大学歯学研究科研究 理 の

認のもと，研究目的および 理に して

の フ ー トを得た上で 行した． 常

ア3名を被 者とし， 高 場

装置（フ リッ ス 　ア ー  3.0T
Quasar Dual）を用いて，T1-turbo field echo（TFE）お

よびDTIの を行った．下顎 は下顎

に て シ リ の 咬 合 得 （ PENTRON
Correct Quick）を用いて 定した．T1-TFEの を

に 咬 を 部3分 ， 部1分 の 4分

に ー シ し ， 解 析 ソ フ ト FMRIB s
Software Library（FSL）およびMRtrix3により

を行い， の 向性を分 で比較評価し

た．

　

Ⅲ． 結果と考察

　 ー の検討を行い，咬 の 解析に

最適な が明らかになった．それらの最適化

した ー を用いて を行 ことで，咬 内部の

が分 とに され，三次元的に可 化さ

れた（下図）．それらの は分 とに異なる

向 を持ち， が部 によって異なる方向に

行していることが解明された．

　これらの結果から，DTIを応用することで， 的

に咬 内部の 行の が可能であることが

明らかとなり， 後， な下顎 ， 能下での

を行 ことで， 能時の内部構 変化に する たな

ルな を得られる可能性がある．

　

Ⅳ． 文献

1） Ogawa T, Kawata T, Tsuboi A et al. Functional
properties and regional differences of human
masseter motor units related to three-
dimensional bite force. Journal of Oral
Rehabilitation. 2006;33:729-740.

2） Oudeman J, Nederveen AJ, Strijkers GJ et al.
Techniques and applications of skeletal muscle
diffusion tensor imaging: A review. J Magn
Reson Imaging. 2016;43:773-788.

　

（発 に して 者・被 者の同 を得た． 理

名 北大学歯学研究科研究 理 ，

11000400， 認 2019-3-017）

　

図　 咬 内部に された （ 状 ）

O-

─ 130 ─

日補綴会誌　12・129 回特別号，2020eポスター
一般口演発表



口 能 下 の咬合力 下 検 である 歯 に
わる主観的 能検 の

　○内 ，　佐藤裕二，　北川　昇，　 ，　大 子，　磯部明夫，　 ，
　 中 子
昭和大学歯学部高齢者歯科学講座

Proposal of subjective evaluation of chewing function to replace the number of natural teeth as alternative
test for decrease of occlusal force in oral hypofunction
Uchida Y, Sato Y, Kitagawa N, Shichita T, Osawa T, Isobe A, Terazawa M, Hatanaka Y
Department of Geriatric Dentistry, Showa University School of Dentistry

Ⅰ． 目的

　口 能 下 の検 には7 の検 があり，その

中の，咬合力検 の 検 法に， 歯 があ

る． 歯 20歯 が咬合力 下とされ， とし

て， 歯 が咬合力と有 な があり，20歯以

上は， 歯顎者よりフ ルに りにくい等の が

あるためである1 ．しかし， 歯 は， の検 目

と異なり， 能 理を実 しても 可能な 目で

ある． 装置により咬合力が され，咬合力検

の 値を上回った場合でも，歯 は変化しないの

で口 能 下 と されてしま 目の一 と

なっているのが 状である．

　 能 理を行 ことで 可能な検 には，口

能 下 の 段階の「噛めない の増加」にも対

応している主観的 能検 がある．主観的

能検 と 歯 ，咬合力検 との を明らか

にし， 歯 に わる可能性を検 することを目的

とした．

　

Ⅱ． 方法

　被 者は，昭和大学歯科 高齢者歯科

中で，同 の得られた高齢者107名（65-95 ）とし

た．口 能 下 の検 に加 ，主観的 能

検 として， 義歯の性能 定 （咬 ）（ 本

）， 義歯 能評価 （佐藤 ）， 可能

（平井 ）の3 を行った．主観的 能

検 の 明， ，分析時 に いて10名に

ス デ も行った．さらに，咬合力， 歯 ，佐藤

の比較を行った．

　

Ⅲ． 結果と考察

　それ れの検 の の比較では，佐藤 と平井

r  0.75 ，佐藤 と 本 （r  0.72）には い

，平井 と 本 （r  0.67）には があった．

　 ス デ の結果は， 明時 は 本 ，

，分析時 は佐藤 が最も く，合 時 は佐藤

が有 に くなった．

　咬合力検 と 歯 ，佐藤 の比較では，

歯 と咬合力（r  0.63），佐藤 と咬合力（r  0.48），

佐藤 と 歯 （r  0.41）は に があっ

た．

　以上より，3 の主観的 能検 は に有

な があることが明らかになった．また，咬合力検

と 歯 ，佐藤 は に有 な があるこ

とが明らかになった（図1 2）．これにより，主観的

能検 が 歯 に わる検 となる可能性が示

唆された．

　 後は，佐藤 の ット フ値の 定，検 の有用

性を検討していく 定である．

　

Ⅳ． 文献

1） 口 ， 一 ， 一 か 高齢

における口 能 下 学 解 文 2016
， 歯学 31:81-99,2016

　

（発 に して 者・被 者の同 を得た． 理

名 昭和大学歯科 床

， 16000135 ， 認

DH2018-032）

　

　

図1 歯 と咬合力の

図2 佐藤 と咬合力の

O-

─ 131 ─

日補綴会誌　12・129 回特別号，2020 eポスター
一般口演発表



上顎 ト ーシ ルデ ーの一
から20

　 本

支部

A clinical case of maxillary implant removable partial denture
20 years from first visit
Kishimoto M
Kyushu Branch

Ⅰ． 目的

　 回広 性中 性歯 の 者に 性ア ッ

トを用いた上顎 ト ーシ

ルデ ー1 を装着し から約20 した一

を したのでその治療 結果に いて

する．

　

Ⅱ． 方法

1
　 者 性， ， 時 齢51 ．

　 2000 8
　 主 口 ．全顎治療 ．

　 高 圧， ，， ，痛 ，

なし．

　 広 性中 性歯

2 治療内 と

　2000 8 歯 治療を開 し以後 要な歯内療

法， 治療を めた．

　2003 4 部分床義歯装着．

　2007 1 5 歯後， 時義歯．

部分床義歯装着．

　2007 9 10 部分床義

歯装着．

　2009 5 上顎に ト ーシ ルデ

ーを し の部 に ト

（Zimmer Dental，Swiss Plus 3.7 10mm を4本

した．同時にMTI ト Dentatus，
ックス を 3本， 2本 し，

ト体に な 荷がかからないよ にまた義歯の

持を図った．10 の部 で の高い ー ー

の を みたら ト体が した．1か 後

一回り大きい の ト（Zimmer Dental
Screw Vent 4.7 10mm）を した．

　2010 2 8 床義歯を装着し 構 体

を装着した．

　2015 3 2016 1 を 歯し上顎 床義

歯のリ を 法で行った．

　2019 8 9 上顎 床義歯を しく 装

着し， 構 体を義歯が 定してから装着した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　2020 1 異常 は認められない． から

約20 した上顎 義歯に 性ア ッ

トを用いた ト ーシ ルデ ーの一

を した．

　「上顎 歯顎 ト ー ーデ ーは

率が高く 的合 も いとされているが，

において治療 を 要 を た設

として有 である」2）．上顎部分床義歯においても同

に 者のQOLを著しく向上さ る．本 では4本

し 床義歯を装着したが，5か 後に

ト体1本が した． ト 囲 のないデ

ス ーシ で原 は ー ー ーデ

によるのかは 明である． して1か 後に一回り

大きい の トを した．　

　歯 のリスク評価を けているが，広 性中

性歯 び ト 囲粘膜 のため高リス

クと されるので， 定 的に してもらい

観察を行い スを している．

　

Ⅳ． 文献

1） 大 力 ． ト支持を 用した ー

シ ルデ ーの考 方と設 ．

2020 12 23 28．

2） 中 治．上顎 歯顎の ト

を て ト ー ーデ ー

の 要性を ． 2019 11 102
110．

　

（発 に して 者・被 者の同 を得た．）
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顎 に対する 的リ リ ーシ

　向 　

立みなと 歯科口 科

Conventional prosthodontic rehabilitioin for patients with medication related osteonecrosis of the
mandibular bone.
Mukohyama H
Department of Oral Surgery, Yokohama City Minato Red Cross Hospital

Ⅰ． 目的

　 顎 （MRONJ は 増加して

おり， シ ー ー1 では顎 部の 床

状に応じ 科療法を めた治療方 が され，治

療に する も 積し ある2 ．しかし， 科療

法を しにくい 者のMRONJでは の状

のままで生 している場合が く，QOLの 下が避

けられない3 ．このよ な に対する治療は体

けられたものはなく な の 積が 要である．

回，われわれはMRONJ に対しQOL のた

め可 性 物を適用して， な 能の回

を図れた を したので する．

　

Ⅱ． 方法

　当科口 科 を したMRONJによる顎

の ち， 歯による が であった2
に，可 性 物（部分床義歯）を2 に適用し

た．その に いて するとともに， 床的 果

を検討した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　 1 83 性． 発性 で 内科

に しており びデ ス の 用

があった． 中の には一 歯科治療を行 歯

科はあるものの口 科はなく， り す下顎 歯部

の歯 と ト 下 を主 に当科 となっ

た． 後は を行っていたが下顎 歯部の

が著しく およびぜが となり，その後 を認

めた． 部は に範囲が 大し する歯も

次 と していき， が となり

な状況になった． より1 3か 後にQOL
のため した顎 上に部分床義歯を装着し咬

合支持 が回 できたことにより， から常 の

が可能となった．

　 2 65 性． 立 び で

科に しており を 用中であっ

た． 中の には歯科がなく， と の

圧 を主 に当科 となった．当科 後は

圧 部の治療 口 アを行っていたが，下顎大

歯部のBr 歯の ， を認めるよ にな

り となり， となっていった．

より11か 後に 下顎義歯を装着し，全

から常 の が可能となった．

　顎 部の 的に 観察， を行 のみ

のMRONJ に対して 能を回 さ るために

可 性 装置を装着した2 を した． 回の

は 下 能はたもたれているものの，歯の に

より， 物の が になったり， 下に要

する時 が くなり，QOLが 下していた．

　可 性の 装置により咬合 能の回 がなさ

れ，また下顎 歯部の に対しては構 能およ

び 性の回 が可能であった．

　これらより顎 部に可 性 物を 用するこ

とは， ， 能の回 の一 となり，QOLを 持あ

るいは する方法として可能性があることが示され

た．

　

Ⅳ． 文献

1） 顎 の と 理: 顎

検討 シ ー ー2016, 顎

検討 :http://jsbmr.umin.jp/guide/pdf/
bppositionpaper2016.pdf.

2） Kuroshima S, Kaku M, Matsuura T et al.
Medication-related osteonecrosis of the jaw;
what should we do as prosthodontists, J
Prosthodont Res. 2016;60:229-230.

3） Leven AJ. Preston AJ. Conservative prosthetic
rehabilitation of medication-related
Osteonecrosisi of the Jaw, Dent Update 2016;43:
939-942.

　

（発 に して 者・被 者の同 を得た．）
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口 内ス ーを用いて 時義歯 を行った1
　○ 　 ，　 ，　佐藤 明，　 上 ，　 ，　 藤

科大学歯学部 ・ ト学講座

A Case Report of Immediate Complete Denture Fabrication using intra oral scanner.

Yonezawa Y, Kobayashi T, Sato H, Murakami T, Yonezawa S, Kondo H
Department of Prosthodontics and Oral Implantology School of Dentistry, Iwate Medical University

Ⅰ． 目的

　 ，口 内ス ーの 床応用が でいる．

デ ル を応用することにより歯科 の

床 の方法は変化してきていると

る．口 内ス ーを 用する として，

を 用 に口 内の状 を でき 者のスト

スを 減できること， な に対し 者の 床

に され にデー を 得できることが られ

る．また， 得したデー は に ができ，その

デー を に加 できることも大きな リットである．

は，これまで口 内ス ーを用いた粘膜

得の に いて検討し， 床応用が可能であ

ることを発 してきた． 回， と歯 のため，上

顎全ての歯の が であると した に対

し，口 内ス ーを用いた と咬合 得を適用

することで と 回 を減らし， 時義歯を

可能であった を したので する．

　

Ⅱ． 方法

　 者は，83 の 性で 上3が り すことを

主 に本学 した． および歯 の 行と

性咬合によりに上下顎の歯に を認めた． 者

は当 積極的な治療を しておら 応 置のみ

行っていたが，上顎 歯の と疼痛が できな

くなり治療に同 した． 察と検 の結果，上顎

2から上顎 6が と し，下顎は 用中

の義歯の咬合 構 を行い，上顎は 時義歯を

する を立 した．本 では，

得，咬合 得に口 内ス ー TRIOS® Color
3Shape A S Copenhagen Denmark  を用いた．上下

顎の デー をSTL に変 し，CADソフト

（ Dental Systems 2019 3Shape A S Copenhagen

Denmark）で 歯の ，義歯設 を行い，3D リ

ー straumann CARES® P30 rapidshape
Heimsheim Germany）を 用し 時義歯を さ

た．本研究は 科大学歯学部 理 の

認を得て，同 明文に き 者に研究の を

分に 明し，同 を得た上で行った（ 科

大学歯学部 理 認 01278）．

　

Ⅲ． 結果と考察

　本 においては，口 内ス ーを用いて

学 をおこな ことで少 歯の咬合支持を 用して

咬合 得可能であった．それにより咬合床 が

要になり， 回 を減少さ ， 者のスト スを

減できることが示唆された．また，本 を じて，

時義歯 の全ての義歯 のス ッ がデ ル

を応用して 可能であることが示された．

　

Ⅳ． 文献

1） Neumeier TT, Neumeier H. Digital immediate
dentures treatment: A clinical report of two
patients. J Prosthet Dent. 2016 Sep;116(3):314-9.
doi: 10.1016/j.prosdent.2016.01.010. Epub 2016
Apr 7.

2） 　 ， ，原 一 ， ，

藤 ．口 内ス ーを用いた

得による全部床義歯の ．デ ル歯科学

 2018 P114-P147
　

（発 に して 者・被 者の同 を得た． 理

名 科大学歯学部 理 ，

なし， 認 01278）
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咬合 和 者の 分 と治療法に する研究
3 　 分 と に いて

　○ 　 ，　 井 ，　 ，　 加 子，　藤原　 ，　和 裕 ，　 置

川歯科大学大学 歯学研究科全 理 歯学講座

A study on the classification and treatment of patients with occlusal discomfort syndrome
Third report: Classification of symptoms and outcome
Shimada A, Nakai T, Watanabe S, Kataoka K, Fujiwara H, Wake H, Tamaki K
Department of Critical Care Medicine and Dentistry, Graduate School of Dentistry, Kanagawa Dental
University

Ⅰ． 目的

　咬合 和 Occlusal discomfort syndrome
ODS， 本 歯科学 1 は，さま まな を示す

ことからその実 は明らかになっていない． 者らは

咬合 和 の実 を明らかにすることを目的

に，当 療科に した咬合 和 を る 者に

いて検討を行っており， 129回 本 歯科学

大 および 9回 本 歯科学 にてその

から 分 を行 ことに いて した．そこでは

本学 で している広義の咬合 和 の

定義を 考に，ODS Ⅰ 歯，歯 の異常に起

する咬合 和 ，ODS Ⅱ 顎 ， の異

常に起 する咬合 和 ，ODS Ⅲ 上 以 で咬

合 和 に 分 を行い，それ れの を確認

した2）． 回は， 時にODS 分 を行った

に いて，実 に治療を行った後の を るこ

とにより咬合 和 に いて検討することを目

的とした．

　

Ⅱ． 方法

　 川歯科大学 （咬合リ 療科，

科歯科 ー）の 者234名（平 24 4
平 30 3 ）の ち， らかの咬合に する

和 の主 を 咬合 和 と した 者

60名を対 に， 時に ，構 化 ，K
， ル ，咬合検 ，顎 ・ 検

客観的 をもとに 分 を行い，それ れの

に いて確認した．またそれ れの に い

て，その後行われた対応，治療の そして に

いて検討を行った．

　

Ⅲ． 結果と考察

　 回咬合 和 者60名をODS3 に分 したと

こ ，ODSⅠ では50 ，ODS Ⅲ では40 性に

かった．咬合 和 の主 の分 では，ODSⅠ

は 能的な状 ，ODSⅢ は 的な状 能

下に わる主 が かった．発 においてODS
Ⅰ では 置，修 置が かった.ODSⅢ

では歯科 正， 科 置な も め のよ な状 で

も認められた．またODSⅢ では歯科治療に わら

発 する ースも く， の を持 もの

も くみられるとともに， 者ー歯科 が

でないものも くみられた． 置・対応に いて

ODSⅠ は主に 観察，咬合治療，ODSⅡ は，

顎 に対する対応，ODSⅢ では，主に 明，

， 観察， 元 ， 科 の で

あったが，顎 に対する対応 咬合治療を行

ことが 状の に る場合もあった

に いてODSⅠ では ， ，ODSⅡ で

は ，ODS Ⅲ では ，中 が くみられた．

ODSには， 的 と 者の との がみら

れる もあり，より に分 を行 ためには 理

的要 （修 子）に いての評価を行 ことが

要であると思われた．

　

Ⅳ． 文献

1） Tamaki K, Ishigaki S, Ogawa T, et al. Position
paper Japan Prosthodontic Society position
paper on “occlusal discomfort syndrome”. J
Prosthodontic Res.2016;60(3):156-166.

2） 　 ， 井 ， か．咬合 和

者の 分 と治療法に する研

究　 1 　ODS 者の ． 128回

 2019; 11 : 175.
　

（発 に して 者・被 者の同 を得た． 理

名 学 法 川歯科大学研究 理

， 11000995， 認 530）
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ト におけるCa2 性化K ル発

　○ 　　

2 ，　 川義 　　

2 ，　 下 一 　　

　 歯科大学 ーシ ルデ ー 学講座，　

2 歯科大学生理学講座

Expression of Ca2+-activated K+ Channels in Human Cementoblast

Kamata S1,2), Shibukawa Y2), Yamashita S1)

1)Department of Removable Partial Prosthodontics, Tokyo Dental College, 2)Department of Physiology,
Tokyo Dental College

Ⅰ． 目的

　 部床義歯の支持 には歯 膜支持と粘膜支

持がある． 歯に咬合力が 用した場合に，支

装置を して支 歯に される荷重が歯 方向に

一 していれ ，歯 膜は義歯の 定にとって重要

な 割を ことが可能である．歯 膜は ト に

歯 膜 が し，歯 と 結することでその

能を発 する．一方で， ト の分子 学

的 は明らかにされてはいない． 膜を する

シ ル は，さま まな を してい

る．しかし， ト の ル発 に

いての はなく， ト 能に対する

膜 構を した分子 学的な理解はされて

いない．そこで本研究では， ト ト か

ら 膜 を行い， 性

ル発 を検討した．

　

Ⅱ． 方法

　 ト ト （HCEM）にwhole-cell patch-

clamp法を用いて，全 膜 ル を

測した． （ ECS）としてKrebs
136 mM NaCl，5 mM KCl，2.5 mM CaCl2，0.5
mM MgCl2，10 mM HEPES，12 mM NaHCO3，10
mM glucose（pH7.4）を用い， 内 （

ICS）として，140 mM KCl  10 mM NaCl  10 mM
HEPES （pH7.2）の を用いた． ICSのK を等

モル でCs に置 した 内 （Cs-ICS）およ

び ECS ICSからK とCl-を等モル でCs と

gluconate-にそれ れ置 した （Cs-gluc-ECS
ICS）を した．また， として 的K
ル ッ ー で あ る tetraethylammonium chloride

（TEA）およびCa2 性化K ル ッ ーであ

る，Iberiotoxin（IbTX），apamin，TRAM-34を 用し

た．

　

Ⅲ． 結果と考察

　 ECS ICS下で 持 （Vh）  -70 mVから10
mVス ッ の 分極 を行なったとこ ，

向き と内向き が された．Cs-ICS下で同

の 分極 を行ったとこ ， 向き は

した．ECS ICS下でTEAを （10 mM）する

と， 向き の （pA pF）が可 的に減少

した． Cs-gluc-ECS ICS下で  Vhを -100 mVとして

分極 を ると， 向き は減少し，内向き

が した． ECS ICS からCs-ICSに置

すると， 向き が した．したがって， 向

き はK 性であると示された．また，その 向

き は TEA 性を示したことから，HCEM
にはK ルが発 されていると考 られた．そこ

でlarge-conductanceを示すCa2 性化K ル

ッ ーであるIbTXを （0.1 M）すると， 向き

の が可 的に減少した．しかし，small
およびintermediate-conductanceを示すCa2 性化K

ル ッ ー で あ る apamin （ 500 M ） ，

TRAM-34（10 M）の では， 向き の

の減少はみられなかった．以上のことから ト

ト にはlarge-conductanceを示すCa2 性化

K ルが発 していることが示された．

　以上から，本研究結果により ト の

膜 性の一 が明らかとなった．
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口 粘膜 後に発 する ・ 痛 の加齢によ
る
　○大 　 ，　 ，　生 目大 ，　藤原 ，　 ，　 ，　 藤 加，
　 治，　高 ，　 藤　 ，　有 明，　

本大学歯学部歯科 学 Ⅰ講座

The effect of aging on mechanical and thermal hyperalgesia following oral mucosal injury

Ohto T, Urata K, Ikutame D, Fujiwara S, Nishio K, Ikeda T, Ito T, Okada S, Takatu M, Ito K, Ariwa Y,
Iinuma T
Department of Complete Denture Prosthodontics,, Nihon University School of Dentistry

Ⅰ． 目的

　加齢は に な変化を き起こす が ら

れているが，疼痛発 に対する は一定の 解が

得られていない．また，高齢者 床において，口

粘膜での と疼痛発 の有 とが しな

い義歯装着 者 ，義歯 時の疼痛の認 が

明確なため 置が となる 者に する

がある．しかし，口 と比較して口 内の疼痛

構に いては が少なく，さらに加齢が口

粘膜の疼痛 に す は 明な が い．

そこで本研究では 化 ウス（SAMP8）を用い，顎

の疼痛 シス に する ク フ ー

性 応 に着目し，口蓋粘膜 後の 部を支

する三 （TG）での ク フ ー の発

び性 変 に対する加齢変化を解析する で，高齢

者口 粘膜の疼痛 構に いて検討を行 を

目的とした．

　

Ⅱ． 方法

　実 は 化 ウス（SAMP8，以下P8） び ウ

ス（SAMR1，以下R1） 性23 齢の 口蓋粘膜に

切開を加 ，P8切開 とR1切開 とし，これに切開の

を考 するためP8 切開 びR1 切開 を

加 た4 に いて比較検討を行った．行 観察実

では，切開部にデ ルフ フ を用いた

を加 た の 避 値（MHWT）あるいは ー

ル ー を用いた を加 た の 避 値

（HHWT）を 的に 測した．さらに，痛 発

時のTG中の ク フ ー の発 び性 変化に

対する加齢の を るために，切開後3 目お

よび14 目に4 ％ フ ル アルデ による

定後，TGにおける ク フ ー ー ー（Iba1）

び 性 ク フ ー （M1）の発 を 化学

的に解析した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　行 観察実 の結果，切開後3 目では口蓋粘膜

の に対する 避 値はP8切開 で最も

有 な 下を認めた．また に対する 避 値

測の結果， P8はR1と比較して に対する

値が有 に高く，またP8はR1と比較して切開 置後

に発 する 痛 の 回 を認めた．

化学的解析の結果，切開後3 目において，P8切

開 は の3 と比較してTG中のIba1発 が増加

向を示し，M1発 は有 な増加を認めた．また切開

後14 目においても，P8切開 は の3 と比較し

てM1発 の有 な増加を認めた．

　以上の結果より，口蓋粘膜 後に発 する

痛 は加齢により増 び持 する が明らか

となった．一方， 痛 は減 し，発 した 痛

は よりも持 しない が明らかとなっ

た．よって加齢により痛 は変 する が明らか

となり，TG中における 性化 ク フ ー とM1の発

増加が する可能性が示された．

　

（ 理 名 本大学 物実 ，

CRB3180013 ， 認

AP18DEN017-1）
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咬合 和 者の 分 と治療法に する研究
方 方の有 性に いて

　○ 井 ，　 ，　 　 ，　 加 子，　藤原　 ，　和 裕 ，　 置

川歯科大学大学 歯学研究科全 理 歯学講座

A study on the classification and treatment of patients with occlusal discomfort syndrome
On the Effectiveness of Kampo Prescription
Nakai T, Watanabe S, Shimada A, Kataoka K, Fujiwara H, Wake H, Tamaki K
Department of Critical Care Medicine and Dentistry, Graduate School of Dentistry, Kanagawa Dental
University

Ⅰ． 目的

　咬合 和 Occlusal discomfort syndrome
ODS1 が本学 で定義されたが，その実 は 明な

部分が く，その治療法は確立されていない． 者ら

は咬合 和 の実 を明らかにすることを目

的に，当 療科に した咬合 和 を る 者

に いて検討を行っている．咬合 和 者は，咬

合 和 の にも全 的な な 状を示し， 常

の治療に 応しないこともあり対応に することも

い．口 内の 状には 理的な要素を 合的な

要 が ことも く 方治療が すると われて

おり2），常に全 を一 の有 体としてとら ， 全

体の 和を図り， 体 を 重する3） 方方 は

状を 和する けでなく 体の治療 を する

ことで，その治療の 果を上 ていく に着目し，咬

合 和 の治療に対する 方 方の有 性

に いて検討を行った．

　

Ⅱ． 方法

　2018 2019 に 川歯科大学 （ 科

歯科 ー）に， らかの咬合 和 を

した 者に対して， 時に ，構 化

および 療 を行い咬合 和 と し

た 者の ち， 方 方の適応と し， 方に対し

解の得られた 者10名を対 とした． 療 に

おいて，それ れの 状を き， 方 歯科

による 方的 （ の確認）を行い， 状に応じた

方を 方しその 果に いて観察を行った． 回

は， 者の 齢，性 ，咬合 和 （ODS）分 ，

方的 （ の確認）， 方した 方方 の ，各

者における 方後の主 VAS の変化に いて検

討を行った．

　

Ⅲ． 結果と考察

　 回，当科に し， 方 方に合 の得られた

咬合 和 者10名に対して検討を行った．

者はす て 性であり， 齢は40 がもっとも

かった．ODS分 ではⅢ が く られた． 方的

（ の確認）では， ， ，口 が かっ

た． 方した 方方 は 全大 ， 中 ，

散， 散が かった．各 者における 方後

の主 （VAS）の変化に いては， ら きはあるも

のの 減少 向にあった．

　 方方 の 用は 状を 和する けでなく 体

の治療 を することで，その治療の 果を上

るとされている．咬合 和 の 者は，体力

の が 状の にある場合が く， 回治療

を ることを目的に，本治 方 の中で とし

て われる 全大 あるいは 中 を用いた．

さらに ， ， な の 状に合わ

て 散，加 散， 加 ，

散な を用いたとこ ， くの 者において 状の

がみられ，咬合 和 者に対する 方

方の有 性が示唆された．

　

Ⅳ． 文献

1） Tamaki K, Ishigaki S, Ogawa T, et al. Position
paper Japan Prosthodontic Society position
paper on “occlusal discomfort syndrome”. J
Prosthodontic Res. 2016;60(3):156-166.

2） Watanabe S, Toyama T, Sato T, et al. Kampo
Therapies and the Use of Herbal Medicines in
the Dentistry in Japan. Medicines,2019; 6:31-34.

3） 明．歯科 方 ット ック．

2014，8-9.
　

（発 に して 者・被 者の同 を得た． 理

名 学 法 川歯科大学研究 理

， 11000995， 認 530）
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中高 における 時 シ の生理学的 性

　○ 理 　　

2 ，　原 　　 ，　 子　　 ，　 一 　　 ，　 文　　 ，　加藤隆 　　

2

　 大 大学大学 歯学研究科顎口 能 学講座有床義歯 学・高齢者歯科学分 ，
　

2 大 大学大学 歯学研究科高次 口 能学講座口 生理学 ，　 大 大学大学 歯
学研究科顎口 能 学講座ク ウ リッ 学分
Characteristics of sleep bruxism in middle-aged subjects.

Toyota R1,2), Haraki S3), Tsujisaka A3), Ikebe K1), Yatani H3), Kato T2)

1)Osaka University Graduate School of Dentistry, Department of Prosthodontics, Gerodontology and Oral
Rehabilitation, 2)Osaka University Graduate School of Dentistry, Department of Oral Physiology, 3)Osaka
University Graduate School of Dentistry, Department of Fixed Prosthodontics

Ⅰ． 目的

　 時 シ  Sleep Bruxism  SB  は，

中にリ 性  Rhythmic masticatory
muscle activity  RMMA  が 発する がある．SB
は，中高 の 歯科治療で考 す き

の一 である． 学研究では，歯 しり を

もとに したSBの発生率が加齢に い減少すると

されている1 ．一方，生理学的には，RMMAが

に して発生することが示されており，

より が い中高 の では，RMMA
が く発生すると 測できる．しかし，中高 におい

て，そのよ な は検 されていない．

　本研究では， リソ フ ー PSG  検 を用

い，中高 被 者のRMMAと の発生に

わる生理学的 性を明らかにすることを目的とした．

　

Ⅱ． 方法

　1  中高 被 者  40 以上の被 者を学内 で

した． は 歯20 本 の者，

性の大きないびきのある者， 用中の者，重

歯 者とした．

　2  検  研究 加に同 を得た な被 者

N 23  M  8 F  15  53.8 8.5  21.6 2.2 kg m2

に対して，本研究科においてPSG検 を二 で

行した． と を用いて，SB OSAな

の 状を確認した．

　3  デー 解析  学 の に し

て， 段階 ， な の生理

的 を 定し， 変 を した．また，PSG検

から被 者全 がOSA 者でないことを確認し

た．RMMAは，咬 図， デ ，

より 定した．RMMAの発生  RMMA index  を

もとにSBを し， 2 回 時の 常 ，≥4 回 時の高

を した．

　4  被 者  同 の方法でPSG検 を行った

被 者の ち，RMMA index ≥4 回 時と 定され

た15 名 高  M  8 F  7  23.2 1.2 

20.4 1.9 kg m2  を比較対 とした．

　5  解析  の比較にMann-WhitneyのU検定

を用いた．有 は5 とした．

　

Ⅲ． 結果と考察

　1  中高 被 者23 名の ち， 常 は9 名 M  2
F  7  57.9 6.0  RMMA index  1.0 0.6 回 時 ，

高 は8 名 M  6 F  2  51.3 10.3  RMMA
index  7.3 2.4 回 時  であった．中高 高 で

は， 常 と比 て， の 有率が高い以

に 構築に を認めなかった．しかし， 高

と比 て， 時 が有 に く， い

の 有率が高く， い の 有率は

かった．さらに， の発生 は，中高 高

 14.8 5.1 回 時  の が 高  10.

3 3.4 回 時  より有 に高かった P 0.05 ．

　2  中高 高 のRMMA indexは， 高

 7.1 2.4 回 時  と有 を認めなかった．しか

し，全RMMAの ち，歯 しり を RMMAの割合

は，中高 高 で13.2 19.4  発生  0.8
1.1 回 時  ， 高 では 33.8 29.7  3.1
3.5 回 時  であった P 0.05 ．

　3  本研究では，中高 高 の は， 高

と比 て， の増加な ，一 的な中

高 の を示すが，RMMAの発生 に を認

めなかった．したがって，中高 では， より

に対するRMMAの応 性が い可能性

が示唆された．また，中高 高 では歯 しり

の発生率が いことから，RMMAの 性が

と異なる可能性が示唆された．

　

Ⅳ． 文献

1） Kato T, Velly AM, Nakane T et al. Age is
associated with self-reported sleep bruxism,
independently of tooth loss. Sleep Breath 2012;
16: 1159-65.

　

（発 に して 者・被 者の同 を得た． 理

名 大 大学大学 歯学研究科・歯学部 び

歯学部 理 ，

11000078， 認 H29-E48-1）
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